
　

２
月
４
日
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
第
37
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
役
員
・
中
央
委
員
・
特
別

中
央
委
員
、
傍
聴
を
含
め
た
２
０
０
人
が
熱
気
あ
ふ
れ
た
会
場
を
埋
め
つ
く
し
、
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
方
針
・
組
織
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
出
席
し
た
中
央
委
員
の
女
性
比
率
が
組
合
員
全
体
の
女
性
比
率
を
超
え
、
第
４
次
男
女

平
等
参
画
推
進
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

本
委
員
会
に
来
賓
と
し
て
、
本
年
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
へ
出
馬
予
定
の

国
会
議
員
４
人
を
会
場
に
迎
え
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
受
け
、
参
議
院
議
員
選
挙
必
勝
に
向
け

て
の
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

運
共
済
生
協
の
本
田
雅

明
専
務
理
事
が
出
席

し
、
日
頃
の
共
済
活
動

に
対
し
謝
意
を
表
す
と

と
も
に
、
引
き
続
き
交

運
共
済
生
協
、
こ
く
み

ん
共
済ｃｏｏｐ
の
事
業

発
展
に
向
け
て
協
力
を

求
め
た
。

　

そ
の
後
、
宮
野
勇
馬

企
画
局
長
よ
り
、安
全
の
確
立
、

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実

践
を
通
じ
た
組
織
強
化
・
拡
大
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
向
け
た
政

治
・
政
策
の
取
り
組
み
な
ど
の

方
針
が
提
起
さ
れ
る
と
と
も
に
、

四
国
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向

け
た
署
名
活
動
を
各
単
組
に
お

　

委
員
会
は
、
上
村
良
成
副
会

長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

谷
口
昌
隆
中
央
委
員
（
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
）
を
議
長
に
選
出

し
、
以
降
の
議
事
を
進
め
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
荻
山
市
朗
会
長
は
、
Ｊ

Ｒ
の
存
続
期
間
が
国
鉄
の
存
続

期
間
を
超
え
た
こ
と
に
触
れ
、

今
後
も
Ｊ
Ｒ
が
持
続
的
に
成
長

し
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
は
、
急
速
な
環
境
変
化
に

「
強
く
し
な
や
か
に
」
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
責
任
あ

る
労
働
組
合
と
労
使
関
係
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
述
べ
た
。

　

特
に
、２
０
２
５
春
季
生
活

闘
争
に
つ
い
て
、
連
合
方
針
に

基
づ
き
、
定
昇
確
保
に
加
え
、

統
一
ベ
ア
を
４
％
・
１
万
２
０

０
０
円
以
上
、
賃
上
げ
総
額
６

％
・
１
万
８
０
０
０
円
以
上
と

す
る
要
求
方
針
を
本
委
員
会
で

確
認
し
、
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業

を
つ
く
る
た
め
、
全
95
単
組
が

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
積
極
果
敢

に
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
本
年
７
月
に
満

期
を
迎
え
、
再
選
を
め
ざ
す

浜
野
喜
史
参
議
院
議
員
（
電

力
総
連
）、
田
村
麻
美
参
議
院

議
員
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
森

屋
隆
参
議
院
議
員
（
私
鉄
総

連
）、
小
沢
雅
仁
参
議
院
議
員

（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
が
激
励
に
掛
け

つ
け
、
今
次
参
議
院
議
員
選
挙

に
向
け
て
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
、

会
場
か
ら
の
万
雷
の
拍
手
で
、

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま
た
、
交

　

今
回
加
入
し
た
18
人
は
、

労
働
組
合
組
織
率
が
２
割

程
度
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お

い
て
、
労
働
組
合
の
必
要

性
や
重
要
性
を
重
ん
じ
て

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
運
動
に

参
画
し
て
き
た
と
こ
ろ
、

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動

に
触
れ
る
機
会
を
得
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
に
対
し
大

き
な
魅
力
を
感
じ
、
産
別

組
織
が
な
い
東
日
本
ユ
ニ

オ
ン
と
の
比
較
を
改
め
て

行
っ
た
う
え
で
今
回
の
決

断
に
至
っ
た
。

い
て
展
開
す
る
方
針
が
確
認
さ

れ
た
。
報
告
、
提
案
さ
れ
た
議

案
に
対
し
11
人
の
中
央
委
員
・

特
別
中
央
委
員
よ
り
、
春
季
生

活
闘
争
勝
利
、
安
全
確
立
に
向

け
た
課
題
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の

厳
し
い
現
状
、
男
女
平
等
参
画

の
推
進
、
政
策
活
動
の
重
要
性

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

　

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
37
年
10
カ
月
が
経
過
、

国
鉄
の
存
続
期
間
を
超
え
た
。今
後
の

持
続
的
な
発
展
に
は
、人
口
減
少
や
労

働
力
不
足
へ
の
対
応
が
最
優
先
課
題
。

　

昨
年
10
月
の
衆
議
院
選
挙
で
与
党

が
過
半
数
を
割
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
に

と
っ
て
、国
会
議
員
懇
談
会
を
は
じ
め

と
す
る
野
党
議
員
と
の
信
頼
関
係
を
活

か
し
、
要
求
や
提
言
を
実
現
す
る
好

機
。
予
算
構
造
の
見
直
し
に
も
精
力

的
に
取
り
組
む
。

◇
安
全
の
確
立
に
つ
い
て

　

福
知
山
線
事
故
か
ら
20
年
を
迎
え

る
。
Ｊ
Ｒ
産
業
で
は
昨
年
も
労
災
に

よ
る
死
亡
事
故
が
４
件
発
生
。「
Ｊ

Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・
重
大

労
災
ゼ
ロ
」
の
完
遂
に
向
け
、
ル
ー

ル
や
基
本
動
作
の
遵
守
、
確
認
の
励

行
を
徹
底
し
、
守
り
に
く
い
ル
ー
ル

が
あ
れ
ば
指
摘
し
改
善
し
て
い
く
。

　

不
正
や
隠
蔽
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

安
全
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す

る
社
会
の
信
用
を
失
う
事
象
が
続
い

た
。
す
べ
て
の
組
合
員
が
「
ル
ー
ル

の
逸
脱
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と

の
意
識
を
共
有
し
「
自
分
ゴ
ト
」
と

し
て
取
り
組
む
よ
う
訴
え
る
。

◇
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て

　

人
財
の
確
保
・
定
着
を
最
大
の
課

題
に
位
置
付
け
、
物
価
上
昇
へ
の
対

応
、
採
用
競
争
力
の
強
化
、
組
合
員

の
努
力
に
報
い
る
成
果
の
公
正
分
配

に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
月

例
賃
金
総
額
の
６
％
・
１
万
８
０
０

０
円
以
上
の
引
き
上
げ
、
内
訳
と
し

て
定
昇
確
保
に
加
え
、
統
一
ベ
ア
要

求
を
４
％
・
１
万
２
０
０
０
円
以
上

と
す
る
要
求
方
針
を
本
委
員
会
で
決

定
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
賃
金
水
準
の
改
善
は
他

産
業
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
魅
力
あ
る

Ｊ
Ｒ
産
業
を
つ
く
る
た
め
、
全
95
単

組
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
積
極
果

敢
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の
賃
金
や

処
遇
の
改
善
に
も
全
力
を
あ
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
本
体
と
グ
ル
ー
プ
会
社
間
の
格

差
是
正
は
道
半
ば
。
賃
上
げ
原
資
確

保
の
た
め
に
も
、
硬
直
的
な
運
賃
・

料
金
制
度
の
改
善
に
も
取
り
組
む
。

　

改
め
て
生
産
性
三
原
則
の
重
要
性

を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
春
季
生
活

闘
争
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
労
働
組

合
の
有
用
性
を
訴
え
、
組
織
の
強
化
・

拡
大
や
労
使
関
係
の
充
実
を
進
め
る
。

安
全
が
最
優
先
さ
れ
る
労
働
集
約
型

の
Ｊ
Ｒ
産
業
に
は
健
全
な
労
働
組
合

と
労
使
関
係
が
不
可
欠
で
あ
り
、
組
織

の
強
化
・
拡
大
に
も
全
力
を
あ
げ
る
。

◇
組
織
と
労
使
関
係
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
産
業
で
は
グ
ル
ー
プ
会
社
を

含
め
20
万
人
超
が
働
い
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
は
半
数
に
も
届
い

て
い
な
い
。
特
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は

社
員
の
約
８
割
・
４
万
人
近
く
が
労

働
組
合
未
加
入
と
い
う
異
常
事
態
。

労
働
組
合
と
社
友
会
の
権
能
は
比
べ

る
ま
で
も
な
い
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
東

日
本
、
貨
物
を
含
め
た
Ｊ
Ｒ
各
社
と

の
健
全
な
労
使
関
係
を
構
築
す
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
力
・
政
治
力
を
活

か
し
て
Ｊ
Ｒ
各
社
と
向
き
合
い
、
職

場
に
お
い
て
健
全
な
労
働
組
合
の
姿

を
示
す
。

　

労
基
法
改
正
に
向
け
た
動
き
に
関

し
、
連
合
を
は
じ
め
関
係
者
へ
の
働

き
か
け
を
強
化
し
、
産
業
民
主
主
義

の
基
盤
で
あ
る
労
働
組
合
が
役
割
を

適
正
に
発
揮
で
き
、
結
成
や
拡
大
に

つ
な
が
る
法
改
正
を
求
め
て
い
く
。

◇
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
産
業
が
活
力
を
高
め
発
展
し

続
け
る
た
め
に
は
、
多
様
性
を
認
め

合
い
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
が
活
躍

で
き
る
職
場
づ
く
り
が
不
可
欠
。
連

合
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
・

フ
ェ
ー
ズ
２
」
を
踏
ま
え
、
活
動
を

さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
。
多
く
の
単
組

で
役
員
改
選
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

女
性
役
員
の
積
極
的
な
選
出
を
強
く

訴
え
る
。

◇
産
業
政
策
と
政
治
活
動
に
つ
い
て

　

適
切
な
官
民
の
連
携
で
Ｊ
Ｒ
産
業

が
持
続
的
に
成
長
で
き
る
政
策
を
実

現
す
べ
き
。
他
産
業
に
劣
ら
な
い
労

使
で
連
携
し
た
政
治
や
行
政
へ
の
働

き
か
け
が
不
可
欠
で
あ
り
、
業
界
団

体
の
設
立
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
各

社
の
連
携
強
化
と
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
加

盟
単
組
と
の
信
頼
構
築
を
訴
え
る
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
展
望
を
拓
く
に

あ
た
り
、
障
害
と
な
っ
て
い
る「
安
全

に
対
す
る
信
頼
」「
夜
間
保
守
作
業

時
間
の
制
約
」「
２
０
２
６
年
度
末
に

協
定
更
新
を
迎
え
る
線
路
使
用
料
の

課
題
」
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
課
題
の
解
決

に
あ
た
り
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
開

業
が
２
０
３
０
年
度
末
か
ら
相
当
遅

れ
る
見
通
し
と
な
り
、
黄
線
区
問
題

に
つ
い
て
３
年
間
先
送
り
さ
れ
た
ほ

か
、
経
営
自
立
も
先
延
ば
し
に
な
り

そ
う
だ
が
、
事
態
が
よ
り
深
刻
化
す

る
前
に
課
題
を
解
決
す
べ
き
。

　

整
備
新
幹
線
の
建
設
に
あ
た
り
、

昨
年
10
月
の
財
政
審
分
科
会
に
お
い

て
新
幹
線
建
設
の
リ
ス
ク
が
指
摘
さ

れ
、
整
備
新
幹
線
の
建
設
推
進
に
逆

風
が
吹
い
て
い
る
。
新
幹
線
建
設
は

地
域
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
有
益

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
関
係
方

面
に
働
き
か
け
、
建
設
促
進
に
つ
な

げ
る
。
四
国
新
幹
線
の
早
期
建
設
を

求
め
る
署
名
活
動
に
も
取
り
組
む
。

　

政
策
実
現
の
た
め
、
さ
ら
に
政
権

交
代
可
能
な
緊
張
感
あ
る
政
治
情
勢

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
来
た
る
参
議

院
議
員
選
挙
で
の
推
薦
候
補
の
全
員

当
選
を
め
ざ
す
。
加
え
て
、政
策
課
題

の
解
決
の
た
め
に
ど
の
組
合
が
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
べ
き
か
会
社
に
問
い

か
け
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
加
盟
単
組
と
の

健
全
な
労
使
関
係
の
構
築
を
迫
る
。

　

定
期
大
会
ま
で
半
年
を
切
る
中
、

将
来
を
展
望
し
、
時
間
と
効
果
を
意

識
し
て
戦
略
的
に
運
動
を
進
め
る
。

政
治
活
動
の
必
要
性
、
Ｊ
Ｒ
連

合
へ
の
総
結
集
に
向
け
た
組
織

の
充
実
・
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

意
見
、
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

総
括
答
弁
に
立
っ
た
政
所
大

祐
事
務
局
長
は
、「
し
っ
か
り

と
全
力
で
皆
さ
ん
と
取
り
組
み
、

次
の
大
会
で
成
果
を
笑
顔
で
共

有
し
た
い
」
と
方
針
実
現
に
向

け
力
強
く
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
宣
言
案
が

提
起
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
含

め
提
起
し
た
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
、
満
場
一
致
の
承
認
を

受
け
決
定
し
た
。

（１）第680号（毎月１日発行） ＪＲ連合 令和7年（2025）3月1日

第３７回中央委員会
ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善
～労働条件改善を加速させ、人財の確保定着につなげよう～
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強くしなやかな
JR産業を築くために

組織と運動を磨き、責任ある活動を
全力で推し進めよう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
８
月
26
日
、
京
都
市
内
に
て
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
と
労
使

の
信
頼
関
係
構
築
に
全
力
を
あ
げ
、
安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造

し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
32
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　
併
せ
て
開
催
し
た
分
科
会
別
討
議
で
も
闊
達
な
意
見
交
換
を
行
い
、
２
０
２
４
年
度
の
活
動
方
針

を
満
場
一
致
で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
の
幹
事
会
体
制
を
確
立
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し

た
奥
村
敬
弥
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ

東
海
連
合
・
東
海
交
通
事
業
労

組
）
は
、
「
２
０
２
４
春
闘
で

は
強
固
な
労
使
関
係
の
下
で
議

論
を
尽
く
し
た
結
果
、
大
き
な

成
果
を
獲
得
で
き
た
も
の
の
、

他
産
別
と
比
べ
る
と
低
位
に
あ

り
、
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
」

と
の
認
識
を
示
す
一
方
、
グ
ル
ー

プ
労
組
が
訴
え
て
き
た
建
設
業

２
０
２
４
年
問
題
に
お
い
て
、

建
設
業
法
の
改
正
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
の
主
張
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
た
成
果
」
と
強
調
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

荻
山
市
朗
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
専
従
役
員
が
参
画
し
、
代
表

し
て
荻
山
会
長
は
、
安
全
確
立

や
労
働
政
策
な
ど
直
近
の
Ｊ
Ｒ

連
合
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
厚
生
労
働
省
の
有
識
者

研
究
会
に
お
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
労
働
基
準
関
係
法

制
の
見
直
し
に
対
し
て
、
「
労

働
組
合
を
軽
視
す
る
よ
う
な
法

改
正
で
は
な
く
、
経
営
側
と
の

対
等
性
や
独
立
性
を
担
保
し
労

働
組
合
結
成
に
つ
な
が
る
仕
組

み
が
必
要
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
総
会
の
途
中
で
は
、
業
種
別

の
９
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

「
２
０
２
４
春
闘
の
成
果
と
課

題
」
「
過
半
数
代
表
制
の
職
場

点
検
」
「
分
科
会
特
有
の
課
題

解
決
と
分
科
会
活
動
の
活
性
化
」

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
科
会
別

討
議
を
実
施
。
各
分
科
会
か
ら
、

人
財
不
足
へ
の
対
応
、
中
途
採

用
や
高
年
齢
者
の
待
遇
改
善
、

適
正
契
約
の
推
進
、
短
時
間
労

働
者
な
ど
組
合
員
範
囲
の
拡
大
、

企
業
再
編
に
伴
う
労
働
組
合
再

編
の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
事
務
局
が
提
起

し
た
活
動
方
針
等
を
満
場
一
致

で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
幹
事

会
の
選
出
で
は
全
員
の
再
任
が

確
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
奥
村
代
表
幹
事
の

力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ

り
総
会
を
締
め
く
く
り
、
新
年

度
の
活
動
に
向
け
、
会
場
の
思

い
を
一
つ
に
し
た
。

ＪＲグループ労組３万人の仲間が一丸となって、グループ労組の魅力を一層
高めようと意思統一を図った

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
32
回
総
会

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造
し
よ
う

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
32
回
総
会

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造
し
よ
う

　
８
月
27
日
に
国
土
交
通
省
が

公
表
し
た
予
算
概
算
要
求
で
は
、

一
般
会
計
７
兆
３
３
０
億
円

（
今
年
度
当
初
予
算
比
18
％
増
）、

う
ち
鉄
道
局
関
係
１
，
１
６
４

億
円
（
同
９
％
増
）
が
計
上
さ

れ
た
。

　
整
備
新
幹
線
関
係
で
は
、
北

陸
新
幹
線
敦
賀
・
新
大
阪
間
の

新
規
着
工
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
項
目
の
み
で

金
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
と

し
、
予
算
編
成
過
程
で
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
鉄
道
関
係
で
は
、
鉄
道

事
業
者
と
地
域
の
共
創
に
対
す

る
支
援
（
危
機
的
状
況
に
あ
る

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
係
る
地
域
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
）
と
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
）

の
一
部
な
ど
を
充
当
し
た
ほ
か
、

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
特
例
業
務
勘
定
に
よ
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
へ
の
支
援
継
続
も
含
ま

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
貨
物
鉄

道
に
関
し
て
は
、
物
流
革
新
に

向
け
た
貨
物
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
と
更
な
る
活
用
を
目

指
し
、
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
強
力
に
推
進
す
べ
く
施

設
整
備
等
の
加
速
化
を
図
る
内

容
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
税
制
改
正
要
望
で
は
、
新
た

に
鉄
道
の
豪
雨
対
策
の
促
進
に

係
る
特
例
措
置
の
創
設
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
豪
雨
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
な
か
、
鉄
道

施
設
の
豪
雨
対
策
に
は
多
額
の

　ＪＲ連合は８月30日、「21世紀の
鉄道を考える議員フォーラム」に所
属する国会議員の秘書を対象とした
意見交換会を開催した。勉強会には
約50人の秘書が参加したほか、ＪＲ
各単組の政策担当者も参加した。
　冒頭、荻山会長が挨拶を行い、Ｊ
Ｒグループ共通の課題である人手不
足解消や離職の防止に向け、魅力あ
るＪＲ産業を作る必要があり、継続的な賃上げや政策課題の解決を通じて将来
展望を作っていく必要性について述べ、理解と協力を求めた。
　続いて相良夏樹組織局長は、ＪＲ連合の取り組みとしてＳＮＳを活用した情
報発信を行っていることに触れ、連携強化を要請するとともに、ＪＲ労働界の
現状と課題についても説明を行った。また、労使関係に関わる労働基準関係法
制の見直しが進んでいることについて、労働組合の優越性を引き続き担保すべ
きとの主張について、理解を求めた。続いて石川敏也産業政策局長から、持続
可能な地域公共交通の確立に向けた諸課題、ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物
の経営自立に向けた諸課題、２０２４年問題に関する物流への対応など、ＪＲ
産業の発展に向けた政策課題の説明を行った。
　その後は、国会議員選出エリアごとにＪＲ各単組で分かれ、それぞれの政策
担当者が各単組における政策課題について説明を行い、意見交換を行った。
　最後は政所大祐事務局長が、ＪＲ連合役員や各単組政策担当者の積極的な活
用や緊密な意思疎通を要請し、意見交換会を締めくくった。

費
用
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、

整
備
後
の
維
持
管
理
も
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
鉄
軌
道
事

業
者
が
取
得
し
た
豪
雨
対
策
の

施
設
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
が
要
望
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
末

で
期
限
切
れ
と
な
る
鉄
道
事
業

再
構
築
事
業
に
お
い
て
取
得
さ

れ
る
施
設
等
に
係
る
特
例
措
置

や
鉄
軌
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

設
に
係
る
特
例
措
置
、
低
炭
素

化
等
に
資
す
る
旅
客
用
新
規
鉄

道
車
両
に
係
る
特
例
措
置
等
の

延
長
と
い
っ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
が
求

め
て
き
た
内
容
が
反
映
さ
れ
た
。

　
今
回
の
項
目
は
Ｊ
Ｒ
連
合
と

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
志
向
し
て
お

り
、
今
後
、
予
算
案
や
税
制
改

正
大
綱
の
編
成
に
向
け
た
議
論

が
進
め
ら
れ
る
。

　
引
き
続
き
政
策
の
実
現
に
向

け
、
各
単
組
は
も
と
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
議
員
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
国
土
交
通
省
は
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
の
予
算
概
算
要
求

お
よ
び
税
制
改
正
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
財
務
省
に
提
出
す
る
内

容
を
発
表
し
た
。
要
求
・
要
望
内
容
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
課

題
と
し
て
掲
げ
た
項
目
が
多
く
反
映
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
連
合
の要求

が
反
映

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
連
合
の要求

が
反
映
議員フォーラム所属議員の秘書と意見交換

JR連合の政策実現に向け連携強化を図る
議員フォーラム所属議員の秘書と意見交換

JR連合の政策実現に向け連携強化を図る

　ＪＲ５単組は７月の定期大会以降、組合員から出された意見
をもとに要求を提出し、労働条件等を定める労働協約の改訂交
渉に取り組んできた。
　９月22日時点で４単組が社会変容に対応した成果（下記）を
引き出し、妥結した。
　貨物鉄産労は、引き続き交渉に取り組んでいる。

【ＪＲ東海ユニオン】
〈協約等の改訂に関する事項〉
・フレックスタイム制の拡大
・移転休暇の分割付与
・看護休暇の対象拡大
〈制度等の改正に関する事項〉
・「配偶者」の定義拡大
・遺体等処置時の報労金の金額見直し
・転勤に伴う移転費用見直し

【ＪＲ西労組】
〈育児・介護等に関わる制度〉
・「短日数勤務制度（乗務員８日）」を
　「短日数勤務（８日）」とし、全て
　の職種に拡大
・育児短時間勤務制度及び育児短日
　数勤務制度の適用範囲拡大
・介護短時間勤務制度の新設及び介
　護短日数勤務制度の適用範囲拡大
・育児休職（小学校）適用範囲拡大
・育児休職中の適性検査受験の取扱
　い見直し
・保存休暇の使用制限緩和
・出産休暇の適用範囲拡大及び名称
　の変更
・「不妊治療支援休職」の要件見直し
〈フレックスタイム制度〉
・「選択的週休３日制」導入
・適用箇所拡大
・短時間勤務者への適用
〈その他の勤務制度〉
・年休付与日数の見直し
・災害時の勤務取扱い見直し
・諸会合等に参加する場合の勤務等
　の取扱い見直し
　（カスハラ被害時の会社支援を明
　文化）

【ＪＲ四国労組】
〈年間所定労働時間短縮〉
・年間休日１日増
・乗務員の１日平均労働時間短縮
〈各種手当等支給改善〉
・単身赴任手当引き上げ
・職務手当の引き上げ
・職務手当と技能手当の併給不可を
　撤廃
・準組合員の基本賃金引き上げ
〈働き方拡充に向けた施策〉
・在宅勤務の回数拡大
・発令に伴う転居費用を会社負担に
・通勤時における特急列車の特認要
　件緩和
・社員間コミュニケーション活性化
　に向けた補助
・事業開発系統のキャリア転換制度
　拡充

【ＪＲ九州労組】
・病気休職の事由となる欠勤日数見
　直し
・積立保存休暇の累計日数見直し
・積立保存休暇及び保存休使用事由
　拡大
・積立保存休暇、保存休暇及び私傷
　病休暇の請求手続き見直し
・忌引休暇の起算日一部見直し
・保守工事等指揮監督手当の支払対
　象業務見直し
・育児・介護を行うための勤務措置
　対象者見直し
・フレックス勤務のコアタイム及び
　フレキシブルタイムの見直し
・ベビーシッター派遣事業割引券の
　導入
・人間ドックの費用補助対象者拡大

労働協約改訂交渉

各単組が多くの成果を勝ち取る
労働条件の改善に向け鋭意交渉

労働協約改訂交渉

各単組が多くの成果を勝ち取る
労働条件の改善に向け鋭意交渉

〈予算概算要求〉
・北陸新幹線敦賀・新大阪間の新規着工に要
　する経費について事項要求
・鉄道事業者と地域の共創に対する支援
　（危機的状況にあるローカル鉄道に係る地
　域モビリティの刷新）
・ＪＲ北海道、ＪＲ四国及びＪＲ貨物の経営
　支援
・鉄道資産を活用したＧＸの投資加速化
〈税制改正要望〉
・鉄道の豪雨対策の促進に係る特例措置の創
　設（固定資産税）
・鉄道事業再構築事業において取得される施
　設等に係る特例措置の延長（固定資産税等）
・鉄軌道駅のバリアフリー施設に係る特例措
　置の延長（固定資産税等）
・低炭素化等に資する旅客用新規鉄道車両に
　係る特例措置の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した車両の運行の安全
　性の向上に資する償却資産に係る特例措置
　の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した低床型の新造車両
　に係る特例措置の延長（固定資産税）
・都市鉄道利便増進事業において取得される
　鉄道施設に係る特例措置の延長（固定資産
　税等）
・鉄道の耐震対策の促進に係る特例措置の延
　長（固定資産税）
・鉄軌道事業者における燃料混和時の手続等
　の見直し（軽油引取税）

〈予算概算要求〉
・北陸新幹線敦賀・新大阪間の新規着工に要
　する経費について事項要求
・鉄道事業者と地域の共創に対する支援
　（危機的状況にあるローカル鉄道に係る地
　域モビリティの刷新）
・ＪＲ北海道、ＪＲ四国及びＪＲ貨物の経営
　支援
・鉄道資産を活用したＧＸの投資加速化
〈税制改正要望〉
・鉄道の豪雨対策の促進に係る特例措置の創
　設（固定資産税）
・鉄道事業再構築事業において取得される施
　設等に係る特例措置の延長（固定資産税等）
・鉄軌道駅のバリアフリー施設に係る特例措
　置の延長（固定資産税等）
・低炭素化等に資する旅客用新規鉄道車両に
　係る特例措置の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した車両の運行の安全
　性の向上に資する償却資産に係る特例措置
　の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した低床型の新造車両
　に係る特例措置の延長（固定資産税）
・都市鉄道利便増進事業において取得される
　鉄道施設に係る特例措置の延長（固定資産
　税等）
・鉄道の耐震対策の促進に係る特例措置の延
　長（固定資産税）
・鉄軌道事業者における燃料混和時の手続等
　の見直し（軽油引取税）

ようこそJR連合へ

貨物鉄産労（九州地区本部）
2024年9月、新たに２名が加入
JR連合・貨物鉄産労への総結集をめざそう！
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強くしなやかな
JR産業を築くために

組織と運動を磨き、責任ある活動を
全力で推し進めよう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
８
月
26
日
、
京
都
市
内
に
て
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
と
労
使

の
信
頼
関
係
構
築
に
全
力
を
あ
げ
、
安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造

し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
32
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　
併
せ
て
開
催
し
た
分
科
会
別
討
議
で
も
闊
達
な
意
見
交
換
を
行
い
、
２
０
２
４
年
度
の
活
動
方
針

を
満
場
一
致
で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
の
幹
事
会
体
制
を
確
立
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し

た
奥
村
敬
弥
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ

東
海
連
合
・
東
海
交
通
事
業
労

組
）
は
、
「
２
０
２
４
春
闘
で

は
強
固
な
労
使
関
係
の
下
で
議

論
を
尽
く
し
た
結
果
、
大
き
な

成
果
を
獲
得
で
き
た
も
の
の
、

他
産
別
と
比
べ
る
と
低
位
に
あ

り
、
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
」

と
の
認
識
を
示
す
一
方
、
グ
ル
ー

プ
労
組
が
訴
え
て
き
た
建
設
業

２
０
２
４
年
問
題
に
お
い
て
、

建
設
業
法
の
改
正
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
の
主
張
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
た
成
果
」
と
強
調
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

荻
山
市
朗
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
専
従
役
員
が
参
画
し
、
代
表

し
て
荻
山
会
長
は
、
安
全
確
立

や
労
働
政
策
な
ど
直
近
の
Ｊ
Ｒ

連
合
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
厚
生
労
働
省
の
有
識
者

研
究
会
に
お
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
労
働
基
準
関
係
法

制
の
見
直
し
に
対
し
て
、
「
労

働
組
合
を
軽
視
す
る
よ
う
な
法

改
正
で
は
な
く
、
経
営
側
と
の

対
等
性
や
独
立
性
を
担
保
し
労

働
組
合
結
成
に
つ
な
が
る
仕
組

み
が
必
要
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
総
会
の
途
中
で
は
、
業
種
別

の
９
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

「
２
０
２
４
春
闘
の
成
果
と
課

題
」
「
過
半
数
代
表
制
の
職
場

点
検
」
「
分
科
会
特
有
の
課
題

解
決
と
分
科
会
活
動
の
活
性
化
」

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
科
会
別

討
議
を
実
施
。
各
分
科
会
か
ら
、

人
財
不
足
へ
の
対
応
、
中
途
採

用
や
高
年
齢
者
の
待
遇
改
善
、

適
正
契
約
の
推
進
、
短
時
間
労

働
者
な
ど
組
合
員
範
囲
の
拡
大
、

企
業
再
編
に
伴
う
労
働
組
合
再

編
の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
事
務
局
が
提
起

し
た
活
動
方
針
等
を
満
場
一
致

で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
幹
事

会
の
選
出
で
は
全
員
の
再
任
が

確
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
奥
村
代
表
幹
事
の

力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ

り
総
会
を
締
め
く
く
り
、
新
年

度
の
活
動
に
向
け
、
会
場
の
思

い
を
一
つ
に
し
た
。

ＪＲグループ労組３万人の仲間が一丸となって、グループ労組の魅力を一層
高めようと意思統一を図った

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
32
回
総
会

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造
し
よ
う

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
32
回
総
会

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造
し
よ
う

　
８
月
27
日
に
国
土
交
通
省
が

公
表
し
た
予
算
概
算
要
求
で
は
、

一
般
会
計
７
兆
３
３
０
億
円

（
今
年
度
当
初
予
算
比
18
％
増
）、

う
ち
鉄
道
局
関
係
１
，
１
６
４

億
円
（
同
９
％
増
）
が
計
上
さ

れ
た
。

　
整
備
新
幹
線
関
係
で
は
、
北

陸
新
幹
線
敦
賀
・
新
大
阪
間
の

新
規
着
工
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
項
目
の
み
で

金
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
と

し
、
予
算
編
成
過
程
で
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
鉄
道
関
係
で
は
、
鉄
道

事
業
者
と
地
域
の
共
創
に
対
す

る
支
援
（
危
機
的
状
況
に
あ
る

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
係
る
地
域
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
）
と
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
）

の
一
部
な
ど
を
充
当
し
た
ほ
か
、

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
特
例
業
務
勘
定
に
よ
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
へ
の
支
援
継
続
も
含
ま

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
貨
物
鉄

道
に
関
し
て
は
、
物
流
革
新
に

向
け
た
貨
物
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
と
更
な
る
活
用
を
目

指
し
、
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
強
力
に
推
進
す
べ
く
施

設
整
備
等
の
加
速
化
を
図
る
内

容
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
税
制
改
正
要
望
で
は
、
新
た

に
鉄
道
の
豪
雨
対
策
の
促
進
に

係
る
特
例
措
置
の
創
設
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
豪
雨
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
な
か
、
鉄
道

施
設
の
豪
雨
対
策
に
は
多
額
の

　ＪＲ連合は８月30日、「21世紀の
鉄道を考える議員フォーラム」に所
属する国会議員の秘書を対象とした
意見交換会を開催した。勉強会には
約50人の秘書が参加したほか、ＪＲ
各単組の政策担当者も参加した。
　冒頭、荻山会長が挨拶を行い、Ｊ
Ｒグループ共通の課題である人手不
足解消や離職の防止に向け、魅力あ
るＪＲ産業を作る必要があり、継続的な賃上げや政策課題の解決を通じて将来
展望を作っていく必要性について述べ、理解と協力を求めた。
　続いて相良夏樹組織局長は、ＪＲ連合の取り組みとしてＳＮＳを活用した情
報発信を行っていることに触れ、連携強化を要請するとともに、ＪＲ労働界の
現状と課題についても説明を行った。また、労使関係に関わる労働基準関係法
制の見直しが進んでいることについて、労働組合の優越性を引き続き担保すべ
きとの主張について、理解を求めた。続いて石川敏也産業政策局長から、持続
可能な地域公共交通の確立に向けた諸課題、ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物
の経営自立に向けた諸課題、２０２４年問題に関する物流への対応など、ＪＲ
産業の発展に向けた政策課題の説明を行った。
　その後は、国会議員選出エリアごとにＪＲ各単組で分かれ、それぞれの政策
担当者が各単組における政策課題について説明を行い、意見交換を行った。
　最後は政所大祐事務局長が、ＪＲ連合役員や各単組政策担当者の積極的な活
用や緊密な意思疎通を要請し、意見交換会を締めくくった。

費
用
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、

整
備
後
の
維
持
管
理
も
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
鉄
軌
道
事

業
者
が
取
得
し
た
豪
雨
対
策
の

施
設
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
が
要
望
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
末

で
期
限
切
れ
と
な
る
鉄
道
事
業

再
構
築
事
業
に
お
い
て
取
得
さ

れ
る
施
設
等
に
係
る
特
例
措
置

や
鉄
軌
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

設
に
係
る
特
例
措
置
、
低
炭
素

化
等
に
資
す
る
旅
客
用
新
規
鉄

道
車
両
に
係
る
特
例
措
置
等
の

延
長
と
い
っ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
が
求

め
て
き
た
内
容
が
反
映
さ
れ
た
。

　
今
回
の
項
目
は
Ｊ
Ｒ
連
合
と

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
志
向
し
て
お

り
、
今
後
、
予
算
案
や
税
制
改

正
大
綱
の
編
成
に
向
け
た
議
論

が
進
め
ら
れ
る
。

　
引
き
続
き
政
策
の
実
現
に
向

け
、
各
単
組
は
も
と
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
議
員
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
国
土
交
通
省
は
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
の
予
算
概
算
要
求

お
よ
び
税
制
改
正
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
財
務
省
に
提
出
す
る
内

容
を
発
表
し
た
。
要
求
・
要
望
内
容
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
課

題
と
し
て
掲
げ
た
項
目
が
多
く
反
映
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
連
合
の要求

が
反
映

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
連
合
の要求

が
反
映
議員フォーラム所属議員の秘書と意見交換

JR連合の政策実現に向け連携強化を図る
議員フォーラム所属議員の秘書と意見交換

JR連合の政策実現に向け連携強化を図る

　ＪＲ５単組は７月の定期大会以降、組合員から出された意見
をもとに要求を提出し、労働条件等を定める労働協約の改訂交
渉に取り組んできた。
　９月22日時点で４単組が社会変容に対応した成果（下記）を
引き出し、妥結した。
　貨物鉄産労は、引き続き交渉に取り組んでいる。

【ＪＲ東海ユニオン】
〈協約等の改訂に関する事項〉
・フレックスタイム制の拡大
・移転休暇の分割付与
・看護休暇の対象拡大
〈制度等の改正に関する事項〉
・「配偶者」の定義拡大
・遺体等処置時の報労金の金額見直し
・転勤に伴う移転費用見直し

【ＪＲ西労組】
〈育児・介護等に関わる制度〉
・「短日数勤務制度（乗務員８日）」を
　「短日数勤務（８日）」とし、全て
　の職種に拡大
・育児短時間勤務制度及び育児短日
　数勤務制度の適用範囲拡大
・介護短時間勤務制度の新設及び介
　護短日数勤務制度の適用範囲拡大
・育児休職（小学校）適用範囲拡大
・育児休職中の適性検査受験の取扱
　い見直し
・保存休暇の使用制限緩和
・出産休暇の適用範囲拡大及び名称
　の変更
・「不妊治療支援休職」の要件見直し
〈フレックスタイム制度〉
・「選択的週休３日制」導入
・適用箇所拡大
・短時間勤務者への適用
〈その他の勤務制度〉
・年休付与日数の見直し
・災害時の勤務取扱い見直し
・諸会合等に参加する場合の勤務等
　の取扱い見直し
　（カスハラ被害時の会社支援を明
　文化）

【ＪＲ四国労組】
〈年間所定労働時間短縮〉
・年間休日１日増
・乗務員の１日平均労働時間短縮
〈各種手当等支給改善〉
・単身赴任手当引き上げ
・職務手当の引き上げ
・職務手当と技能手当の併給不可を
　撤廃
・準組合員の基本賃金引き上げ
〈働き方拡充に向けた施策〉
・在宅勤務の回数拡大
・発令に伴う転居費用を会社負担に
・通勤時における特急列車の特認要
　件緩和
・社員間コミュニケーション活性化
　に向けた補助
・事業開発系統のキャリア転換制度
　拡充

【ＪＲ九州労組】
・病気休職の事由となる欠勤日数見
　直し
・積立保存休暇の累計日数見直し
・積立保存休暇及び保存休使用事由
　拡大
・積立保存休暇、保存休暇及び私傷
　病休暇の請求手続き見直し
・忌引休暇の起算日一部見直し
・保守工事等指揮監督手当の支払対
　象業務見直し
・育児・介護を行うための勤務措置
　対象者見直し
・フレックス勤務のコアタイム及び
　フレキシブルタイムの見直し
・ベビーシッター派遣事業割引券の
　導入
・人間ドックの費用補助対象者拡大

労働協約改訂交渉

各単組が多くの成果を勝ち取る
労働条件の改善に向け鋭意交渉

労働協約改訂交渉

各単組が多くの成果を勝ち取る
労働条件の改善に向け鋭意交渉

〈予算概算要求〉
・北陸新幹線敦賀・新大阪間の新規着工に要
　する経費について事項要求
・鉄道事業者と地域の共創に対する支援
　（危機的状況にあるローカル鉄道に係る地
　域モビリティの刷新）
・ＪＲ北海道、ＪＲ四国及びＪＲ貨物の経営
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（旧　　　　　 ）

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
８
月
26
日
、
京
都
市
内
に
て
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
と
労
使

の
信
頼
関
係
構
築
に
全
力
を
あ
げ
、
安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造

し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
32
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　
併
せ
て
開
催
し
た
分
科
会
別
討
議
で
も
闊
達
な
意
見
交
換
を
行
い
、
２
０
２
４
年
度
の
活
動
方
針

を
満
場
一
致
で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
の
幹
事
会
体
制
を
確
立
し
た
。

　
総
会
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し

た
奥
村
敬
弥
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ

東
海
連
合
・
東
海
交
通
事
業
労

組
）
は
、
「
２
０
２
４
春
闘
で

は
強
固
な
労
使
関
係
の
下
で
議

論
を
尽
く
し
た
結
果
、
大
き
な

成
果
を
獲
得
で
き
た
も
の
の
、

他
産
別
と
比
べ
る
と
低
位
に
あ

り
、
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
」

と
の
認
識
を
示
す
一
方
、
グ
ル
ー

プ
労
組
が
訴
え
て
き
た
建
設
業

２
０
２
４
年
問
題
に
お
い
て
、

建
設
業
法
の
改
正
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
の
主
張
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
だ
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
た
成
果
」
と
強
調
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

荻
山
市
朗
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
専
従
役
員
が
参
画
し
、
代
表

し
て
荻
山
会
長
は
、
安
全
確
立

や
労
働
政
策
な
ど
直
近
の
Ｊ
Ｒ

連
合
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
厚
生
労
働
省
の
有
識
者

研
究
会
に
お
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
労
働
基
準
関
係
法

制
の
見
直
し
に
対
し
て
、
「
労

働
組
合
を
軽
視
す
る
よ
う
な
法

改
正
で
は
な
く
、
経
営
側
と
の

対
等
性
や
独
立
性
を
担
保
し
労

働
組
合
結
成
に
つ
な
が
る
仕
組

み
が
必
要
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
総
会
の
途
中
で
は
、
業
種
別

の
９
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

「
２
０
２
４
春
闘
の
成
果
と
課

題
」
「
過
半
数
代
表
制
の
職
場

点
検
」
「
分
科
会
特
有
の
課
題

解
決
と
分
科
会
活
動
の
活
性
化
」

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
科
会
別

討
議
を
実
施
。
各
分
科
会
か
ら
、

人
財
不
足
へ
の
対
応
、
中
途
採

用
や
高
年
齢
者
の
待
遇
改
善
、

適
正
契
約
の
推
進
、
短
時
間
労

働
者
な
ど
組
合
員
範
囲
の
拡
大
、

企
業
再
編
に
伴
う
労
働
組
合
再

編
の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な

意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
事
務
局
が
提
起

し
た
活
動
方
針
等
を
満
場
一
致

で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
幹
事

会
の
選
出
で
は
全
員
の
再
任
が

確
認
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
奥
村
代
表
幹
事
の

力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ

り
総
会
を
締
め
く
く
り
、
新
年

度
の
活
動
に
向
け
、
会
場
の
思

い
を
一
つ
に
し
た
。

ＪＲグループ労組３万人の仲間が一丸となって、グループ労組の魅力を一層
高めようと意思統一を図った
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ル
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総
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全
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安
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将
来
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希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造
し
よ
う

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
32
回
総
会

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創
造
し
よ
う

　
８
月
27
日
に
国
土
交
通
省
が

公
表
し
た
予
算
概
算
要
求
で
は
、

一
般
会
計
７
兆
３
３
０
億
円

（
今
年
度
当
初
予
算
比
18
％
増
）、

う
ち
鉄
道
局
関
係
１
，
１
６
４

億
円
（
同
９
％
増
）
が
計
上
さ

れ
た
。

　
整
備
新
幹
線
関
係
で
は
、
北

陸
新
幹
線
敦
賀
・
新
大
阪
間
の

新
規
着
工
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
項
目
の
み
で

金
額
を
示
さ
な
い
事
項
要
求
と

し
、
予
算
編
成
過
程
で
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
鉄
道
関
係
で
は
、
鉄
道

事
業
者
と
地
域
の
共
創
に
対
す

る
支
援
（
危
機
的
状
況
に
あ
る

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
係
る
地
域
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
）
と
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
）

の
一
部
な
ど
を
充
当
し
た
ほ
か
、

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
特
例
業
務
勘
定
に
よ
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
へ
の
支
援
継
続
も
含
ま

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
貨
物
鉄

道
に
関
し
て
は
、
物
流
革
新
に

向
け
た
貨
物
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
と
更
な
る
活
用
を
目

指
し
、
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
強
力
に
推
進
す
べ
く
施

設
整
備
等
の
加
速
化
を
図
る
内

容
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
税
制
改
正
要
望
で
は
、
新
た

に
鉄
道
の
豪
雨
対
策
の
促
進
に

係
る
特
例
措
置
の
創
設
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
豪
雨
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
な
か
、
鉄
道

施
設
の
豪
雨
対
策
に
は
多
額
の

　ＪＲ連合は８月30日、「21世紀の
鉄道を考える議員フォーラム」に所
属する国会議員の秘書を対象とした
意見交換会を開催した。勉強会には
約50人の秘書が参加したほか、ＪＲ
各単組の政策担当者も参加した。
　冒頭、荻山会長が挨拶を行い、Ｊ
Ｒグループ共通の課題である人手不
足解消や離職の防止に向け、魅力あ
るＪＲ産業を作る必要があり、継続的な賃上げや政策課題の解決を通じて将来
展望を作っていく必要性について述べ、理解と協力を求めた。
　続いて相良夏樹組織局長は、ＪＲ連合の取り組みとしてＳＮＳを活用した情
報発信を行っていることに触れ、連携強化を要請するとともに、ＪＲ労働界の
現状と課題についても説明を行った。また、労使関係に関わる労働基準関係法
制の見直しが進んでいることについて、労働組合の優越性を引き続き担保すべ
きとの主張について、理解を求めた。続いて石川敏也産業政策局長から、持続
可能な地域公共交通の確立に向けた諸課題、ＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物
の経営自立に向けた諸課題、２０２４年問題に関する物流への対応など、ＪＲ
産業の発展に向けた政策課題の説明を行った。
　その後は、国会議員選出エリアごとにＪＲ各単組で分かれ、それぞれの政策
担当者が各単組における政策課題について説明を行い、意見交換を行った。
　最後は政所大祐事務局長が、ＪＲ連合役員や各単組政策担当者の積極的な活
用や緊密な意思疎通を要請し、意見交換会を締めくくった。

費
用
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、

整
備
後
の
維
持
管
理
も
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
鉄
軌
道
事

業
者
が
取
得
し
た
豪
雨
対
策
の

施
設
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
が
要
望
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
末

で
期
限
切
れ
と
な
る
鉄
道
事
業

再
構
築
事
業
に
お
い
て
取
得
さ

れ
る
施
設
等
に
係
る
特
例
措
置

や
鉄
軌
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

設
に
係
る
特
例
措
置
、
低
炭
素

化
等
に
資
す
る
旅
客
用
新
規
鉄

道
車
両
に
係
る
特
例
措
置
等
の

延
長
と
い
っ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
が
求

め
て
き
た
内
容
が
反
映
さ
れ
た
。

　
今
回
の
項
目
は
Ｊ
Ｒ
連
合
と

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
志
向
し
て
お

り
、
今
後
、
予
算
案
や
税
制
改

正
大
綱
の
編
成
に
向
け
た
議
論

が
進
め
ら
れ
る
。

　
引
き
続
き
政
策
の
実
現
に
向

け
、
各
単
組
は
も
と
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
議
員
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
国
土
交
通
省
は
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
の
予
算
概
算
要
求

お
よ
び
税
制
改
正
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
財
務
省
に
提
出
す
る
内

容
を
発
表
し
た
。
要
求
・
要
望
内
容
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
課

題
と
し
て
掲
げ
た
項
目
が
多
く
反
映
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
連
合
の要求

が
反
映

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
連
合
の要求

が
反
映
議員フォーラム所属議員の秘書と意見交換

JR連合の政策実現に向け連携強化を図る
議員フォーラム所属議員の秘書と意見交換

JR連合の政策実現に向け連携強化を図る

　ＪＲ５単組は７月の定期大会以降、組合員から出された意見
をもとに要求を提出し、労働条件等を定める労働協約の改訂交
渉に取り組んできた。
　９月22日時点で４単組が社会変容に対応した成果（下記）を
引き出し、妥結した。
　貨物鉄産労は、引き続き交渉に取り組んでいる。

【ＪＲ東海ユニオン】
〈協約等の改訂に関する事項〉
・フレックスタイム制の拡大
・移転休暇の分割付与
・看護休暇の対象拡大
〈制度等の改正に関する事項〉
・「配偶者」の定義拡大
・遺体等処置時の報労金の金額見直し
・転勤に伴う移転費用見直し

【ＪＲ西労組】
〈育児・介護等に関わる制度〉
・「短日数勤務制度（乗務員８日）」を
　「短日数勤務（８日）」とし、全て
　の職種に拡大
・育児短時間勤務制度及び育児短日
　数勤務制度の適用範囲拡大
・介護短時間勤務制度の新設及び介
　護短日数勤務制度の適用範囲拡大
・育児休職（小学校）適用範囲拡大
・育児休職中の適性検査受験の取扱
　い見直し
・保存休暇の使用制限緩和
・出産休暇の適用範囲拡大及び名称
　の変更
・「不妊治療支援休職」の要件見直し
〈フレックスタイム制度〉
・「選択的週休３日制」導入
・適用箇所拡大
・短時間勤務者への適用
〈その他の勤務制度〉
・年休付与日数の見直し
・災害時の勤務取扱い見直し
・諸会合等に参加する場合の勤務等
　の取扱い見直し
　（カスハラ被害時の会社支援を明
　文化）

【ＪＲ四国労組】
〈年間所定労働時間短縮〉
・年間休日１日増
・乗務員の１日平均労働時間短縮
〈各種手当等支給改善〉
・単身赴任手当引き上げ
・職務手当の引き上げ
・職務手当と技能手当の併給不可を
　撤廃
・準組合員の基本賃金引き上げ
〈働き方拡充に向けた施策〉
・在宅勤務の回数拡大
・発令に伴う転居費用を会社負担に
・通勤時における特急列車の特認要
　件緩和
・社員間コミュニケーション活性化
　に向けた補助
・事業開発系統のキャリア転換制度
　拡充

【ＪＲ九州労組】
・病気休職の事由となる欠勤日数見
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・育児・介護を行うための勤務措置
　対象者見直し
・フレックス勤務のコアタイム及び
　フレキシブルタイムの見直し
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〈予算概算要求〉
・北陸新幹線敦賀・新大阪間の新規着工に要
　する経費について事項要求
・鉄道事業者と地域の共創に対する支援
　（危機的状況にあるローカル鉄道に係る地
　域モビリティの刷新）
・ＪＲ北海道、ＪＲ四国及びＪＲ貨物の経営
　支援
・鉄道資産を活用したＧＸの投資加速化
〈税制改正要望〉
・鉄道の豪雨対策の促進に係る特例措置の創
　設（固定資産税）
・鉄道事業再構築事業において取得される施
　設等に係る特例措置の延長（固定資産税等）
・鉄軌道駅のバリアフリー施設に係る特例措
　置の延長（固定資産税等）
・低炭素化等に資する旅客用新規鉄道車両に
　係る特例措置の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した車両の運行の安全
　性の向上に資する償却資産に係る特例措置
　の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した低床型の新造車両
　に係る特例措置の延長（固定資産税）
・都市鉄道利便増進事業において取得される
　鉄道施設に係る特例措置の延長（固定資産
　税等）
・鉄道の耐震対策の促進に係る特例措置の延
　長（固定資産税）
・鉄軌道事業者における燃料混和時の手続等
　の見直し（軽油引取税）
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・鉄軌道駅のバリアフリー施設に係る特例措
　置の延長（固定資産税等）
・低炭素化等に資する旅客用新規鉄道車両に
　係る特例措置の延長（固定資産税）
・鉄軌道事業者が取得した車両の運行の安全
　性の向上に資する償却資産に係る特例措置
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・鉄軌道事業者が取得した低床型の新造車両
　に係る特例措置の延長（固定資産税）
・都市鉄道利便増進事業において取得される
　鉄道施設に係る特例措置の延長（固定資産
　税等）
・鉄道の耐震対策の促進に係る特例措置の延
　長（固定資産税）
・鉄軌道事業者における燃料混和時の手続等
　の見直し（軽油引取税）
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東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

18
人
が
加
入

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
加
入
を
英
断

２０２５春季生活闘争をはじめとする当面する活動方針を決定

委員会をスムーズにリードする谷口議長

田村麻美議員浜野喜史議員

本田専務理事

小沢雅仁議員森屋隆議員

ＪＲ連合に集う全国８万５０００人の仲間は
勇気ある決断を心より歓迎します！

会長挨拶
（要旨）

人
財
の
確
保
・
定
着
が
最
大
の
課
題

　
グ
ル
ー
プ
を
含
め
た
賃
上
げ
実
現
を

会
長　

荻
山
市
朗



ざ
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
り
、黄
線
区
問
題
や
北

海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
、経
営
自

立
の
課
題
を
抱
え
る
。沿
線
自
治

体
と
連
携
し
、持
続
可
能
な
地
域

交
通
の
実
現
に
向
け
た
議
論
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合

と
と
も
に
政
府
へ
の
意
見
反
映

を
行
い
、取
り
組
み
を
進
め
る
。

◆
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で

は
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善

を
め
ざ
し
、
組
合
員
の
声
に
応

え
る
た
め
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に

取
り
組
む
。

争
力
の
向
上
の
た
め
に
、
働
き

方
の
改
善
も
重
要
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
バ
ス
運
転

士
が
多
く
離
職
し
、
昨
年
の
改

善
基
準
告
示
の
見
直
し
に
よ
り
、

さ
ら
に
人
財
確
保
が
難
し
く
なっ

化
し
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い
て

も
列
車
本
数
の
削
減
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
打
開
す
る
た
め
に

は
、
賃
金
や
労
働
条
件
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
。
グ
ル
ー

プ
労
組
と
一
体
と
な
り
、「
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
２
０
２

５
春
季
生
活
闘
争
に
取
り
組
む
。

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

◆
四
国
は
新
幹
線
の
生
み
の
親

を
輩
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、新
幹
線
が
い
ま
だ
整
備
さ

れ
て
い
な
い
。
新
幹
線
の
開
通

は
地
域
経
済
に
好
影
響
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、人
財
確
保
に
も

寄
与
す
る
。
移
動
時
間
の
短
縮

に
よ
り
、
離
職
防
止
や
採
用
難

の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。
署
名

活
動
を
通
じ
て
新
幹
線
実
現
を

推
進
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
協
力
を

得
な
が
ら
早
期
実
現
を
め
ざ
す
。

◆
物
価
上
昇
が
続
く
な
か
、
賃

金
の
引
き
上
げ
は
喫
緊
の
課
題
。

２
年
連
続
で
ベ
ア
を
獲
得
し
た

が
、
生
活
向
上
の
実
感
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
要
員
不
足
が
深
刻

手
組
合
員
の
定
着
は
困
難
。
労

働
組
合
は
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
す
べ
て
の
組
合
員
が
参
画
で

き
る
場
で
あ
る
べ
き
。
変
化
を

恐
れ
ず
取
り
組
も
う
。

◆
新
任
役
員
は
、
組
織
の
仕
組

み
や
会
議
の
趣
旨
が
分
か
ら
ず
、

不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
す
る

こ
と
で
、
安
心
感
を
持
ち
、
長

期
的
に
役
員
と
し
て
活
動
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
男
女
平
等
参
画
が
進
み
、本
当
の

意
味
で
性
別
に
よ
る
区
別
が
な

く
な
る
よ
う
、皆
で
取
り
組
も
う
。

し
、
意
欲
を
引
き
出
す
声
か
け

が
重
要
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
活
用
し
、

若
い
世
代
に
労
働
組
合
を
身
近

で
魅
力
的
な
も
の
と
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
特
に
ラ

イ
ン
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活

用
を
強
化
し
、
発
信
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
連
合
の
運
動
は
民
主
的

で
魅
力
あ
る
活
動
で
あ
り
、
特

に
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
他
労
組
の

組
合
員
と
も
交
流
で
き
る
貴
重

た
。
賃
金
を
全
産
業
平
均
並
み

に
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
、
真
の

解
決
は
見
込
め
な
い
。

◆
燃
料
費
や
部
品
も
値
上
が
り

し
て
お
り
、
新
紙
幣
へ
の
対
応

を
含
め
、
バ
ス
業
界
の
現
状
は

非
常
に
厳
し
い
。
国
の
規
制
緩

和
の
見
直
し
を
含
め
、
運
転
士

の
育
成
に
必
要
な
費
用
や
高
速

道
路
料
金
の
補
助
な
ど
を
お
願

い
し
た
い
。

労
働
組
合
と
加
入
や
組
織
合
流

に
向
け
協
議
を
行
って
い
る
。

◆
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
方
針
に
沿
っ

て
要
求
方
針
を
固
め
、
満
額
獲

得
を
め
ざ
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
連
合
が
設
定
す
る

回
答
ゾ
ー
ン
で
の
回
答
・
妥
結

を
め
ざ
す
。

◆
回
答
日
の
早
期
化
も
生
じ
て

お
り
、
労
働
組
合
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
各
単
組
に
お
い
て
も
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
厳
し
い
状
況

を
理
解
し
、
労
働
条
件
改
善
の

た
め
の
原
資
確
保
を
強
く
訴
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
昨
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
重

大
な
事
故
や
不
祥
事
が
相
次
い

だ
。
１
月
に
は
東
北
新
幹
線
の

架
線
復
旧
作
業
中
に
パ
ー
ト
ナ
ー

社
員
が
感
電
、
９
月
に
は
時
速

３
１
５
キ
ロ
で
走
行
中
の
列
車

が
分
離
。
さ
ら
に
、
輪
軸
組
立

作
業
で
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題

で
は
、
９
年
間
に
わ
た
り
不
正

が
継
続
。
特
に
列
車
分
離
問
題

で
は
、
原
因
が
特
定
さ
れ
な
い

ま
ま
同
形
式
の
車
両
の
運
行
を

継
続
し
た
た
め
、
直
ち
に
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

◆
２
０
１
８
年
の
東
労
組
瓦
解

後
、
組
合
加
入
率
は
２
割
程
度

に
低
下
、
労
使
関
係
に
変
化
が

生
じ
た
。
社
友
会
が
経
営
の
パ
ー

◆
現
在
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
各
社

で
は
離
職
者
の
増
加
と
人
手
不

足
が
深
刻
化
。
特
に
業
務
量
の

増
加
や
休
日
労
働
の
常
態
化
が

現
場
に
負
担
を
強
い
て
い
る
。

若
年
・
中
堅
社
員
の
離
職
は
止

ま
ら
ず
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
の
確
保
も
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
る
。

◆
労
務
単
価
の
上
昇
に
対
し
、

Ｊ
Ｒ
各
社
か
ら
の
委
託
料
が
十

分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

労
働
条
件
の
格
差
が
拡
大
し
、

定
期
昇
給
制
度
す
ら
な
い
企
業

も
存
在
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

人
財
流
出
が
止
ま
ら
ず
、
産
業

自
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

◆
多
く
の
グ
ル
ー
プ
会
社
は

ト
ナ
ー
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
労
働
組
合
こ
そ
が
経

営
と
対
等
に
交
渉
で
き
る
組
織

で
あ
り
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
べ
き
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
Ｊ

Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
を
推
進
し
、

考
え
を
共
感
で
き
る
人
た
ち
や

「
支
払
い
能
力
論
」か
ら
脱
却
で

き
て
い
な
い
。
業
務
委
託
を
主
体

と
す
る
企
業
ほ
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
適
正
契
約
・
価
格
転
嫁

の
推
進
を
強
化
し
、産
業
内
格
差

の
是
正
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

◆
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の

確
立
を
最
優
先
に
、
チ
ェッ
ク
・

提
言
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
今
年
度
も
感
電
事
故

を
は
じ
め
重
大
労
災
が
発
生
し
、

昨
年
11
月
に
は
瀬
戸
大
橋
線

で
架
線
損
傷
事
故
が
発
生
し
た
。

長
時
間
の
立
ち
往
生
や
救
済
の

遅
れ
な
ど
、
過
去
の
教
訓
を
活

◆
Ｊ
Ｒ
連
合
は
２
０
０
８
年
か

ら
男
女
平
等
参
画
を
推
進
し
、

２
０
１
４
年
に
は
中
央
委
員
会

な
ど
へ
の
女
性
参
画
数
を
組
合

員
比
率
ま
で
向
上
さ
せ
る
方
針

を
掲
げ
た
が
、
実
現
す
る
ま
で

に
10
年
を
要
し
た
。
組
織
全
体

で
取
り
組
め
た
結
果
な
の
か

疑
問
が
残
る
。
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

が
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
、組
織
全
体
に
意
識
を
浸
透

◆
青
年
・
女
性
委
員
会
は
、
男

女
や
系
統
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
役
員
を
選
出
し
、
主
体
的

に
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
が
高
ま
る

中
、
労
働
組
合
も
多
様
な
意
見

を
受
け
入
れ
る
場
で
あ
る
べ
き
。

◆
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
の
不
祥
事

か
ら
事
業
撤
退
に
至
る
一
連
の

動
向
に
つ
い
て
、
多
大
な
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。

労
働
組
合
と
し
て
も
原
因
究
明

や
再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
事

態
を
防
げ
な
か
っ
た
。

◆
昨
年
の
輪
軸
組
み
立
て
不
正

や
貨
物
列
車
の
脱
線
事
故
に
よ
り
、

多
く
の
関
係
者
に
迷
惑
を
か
け

た
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ

全
体
で
信
頼
回
復
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

連
合
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
安
全

対
策
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
昨
年
の
大
会
以
降
、
九
州
・

◆
昨
年
12
月
、
関
係
会
社
社

員
の
触
車
死
亡
事
故
が
発
生
。

そ
の
他
に
も
重
大
労
災
が
相
次

ぎ
、
安
全
の
確
立
が
最
重
要
課

題
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の「
安
全
指
針
」

「
重
大
労
災
防
止
の
行
動
指
針
」

を「
自
分
ゴ
ト
」と
し
、ア
サ
ー

シ
ョ
ン
の
浸
透
と
さ
ら
な
る
深

度
化
に
取
り
組
む
。

◆
Ｊ
Ｒ
総
連
内
に
お
け
る
組
織

温
存
の
み
に
注
力
し
た
策
動
を

看
過
で
き
な
い
。
自
由
で
民
主

的
な
労
働
運
動
の
理
解
を
広
げ
、

◆
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
再
生
プ
ラ
ン
」「
５
つ
の
新

提
言
」
に
基
づ
き
安
全
対
策
を

強
化
し
て
き
た
が
、
昨
年
11

月
に
函
館
線
で
貨
物
列
車
の
脱

線
事
故
が
発
生
し
た
。
踏
切
部

の
レ
ー
ル
腐
食
が
原
因
と
み
ら

れ
、
輸
送
指
令
の
対
応
に
も
課

題
が
あ
っ
た
。
会
社
は
緊
急
点

検
を
実
施
し
、
再
発
防
止
に
向

け
た
対
策
を
検
討
す
る
と
回
答

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

保
線
作
業
中
の
安
全
規
定
違
反

も
発
生
し
て
お
り
、
安
全
意
識

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
労
働

組
合
と
し
て
安
全
対
策
を
強
化

し
、会
社
と
の
協
議
を
進
め
る
。

◆
昨
年
以
降
、
自
動
車
支
部
で

◆
福
知
山
線
列
車
事
故
か
ら

20
年
を
迎
え
る
。安
全
に
は
終
わ

り
が
な
く
、
絶
対
は
な
い
。
Ｊ
Ｒ

西
労
組
で
は
、
Ａ
＝
当
た
り
前
の

こ
と
を
、
Ｂ
＝
ば
か
に
せ
ず
、
Ｃ

＝
ち
ゃ
ん
と
す
る
、Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方

を
Ｊ
Ｒ
連
合
全
体
に
広
め
た
い
。

◆
昨
春
季
生
活
闘
争
で
は
ベ
ア

◆
本
年
福
知
山
線
列
車
事
故

か
ら
20
年
、
伯
備
線
触
車
事
故

か
ら
19
年
を
迎
え
る
。
二
度
と

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意
で

安
全
確
立
を
最
優
先
課
題
に
。

か
せ
な
か
っ
た
点
は
深
く
反
省

す
べ
き
。
安
全
は
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
労
働
組
合
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
活
か
し
て
事
故
を

さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
。

◆
変
化
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、

組
織
は
時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
経
て
も
参

画
し
や
す
い
環
境
を
整
え
な
け

れ
ば
、
女
性
役
員
の
増
加
や
若

◆
結
婚
や
育
児
を
機
に
組
合
活

動
か
ら
離
れ
る
人
が
多
い
こ
と

も
課
題
。
全
員
が
参
画
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
。

◆
役
員
の
選
出
に
お
い
て
も
、

「
女
性
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、

そ
の
人
の
能
力
や
適
性
を
評
価

◆
本
件
を
契
機
に
、
安
全
の
仕

組
み
を
見
直
し
、
心
理
的
安
全

性
の
確
保
と
安
全
風
土
の
醸
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
九

州
高
速
船
で
働
く
組
合
員
の
雇

用
と
生
活
を
守
る
。

◆
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
し
て
も

関
西
地
区
で
計
３
人
の
新
規
加

入
が
あ
っ
た
。
一
方
、
国
鉄
組

や
若
手
組
合
員
の
退
職
・
脱
退

に
よ
り
、
組
織
人
員
は
減
少
し

て
い
る
。
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
連
合

運
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
組
織
強

化
に
努
め
る
。

◆
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
を
控

え
、
国
民
民
主
党
の
支
持
が
高

健
全
な
労
使
関
係
を
築
く
た
め
、

民
主
化
当
該
単
組
と
の
連
携
を

強
化
す
る
。

◆
女
性
組
合
員
の
参
画
拡
大
と

役
員
育
成
が
喫
緊
の
課
題
。第
５

次
男
女
平
等
参
画
行
動
計
画
を

４
人
が
新
規
加
入
し
た
が
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
本
体
で
の
組
織
拡
大

は
進
ん
で
い
な
い
。
組
合
員
の

大
半
が
60
歳
以
上
で
あ
り
、将
来

的
な
組
織
維
持
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
。
新
規
採
用
者
の
獲
得

や
北
鉄
労
か
ら
の
組
織
拡
大
に

向
け
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
各
支
援
単

組
と
協
力
し
、
総
結
集
を
め

や
賞
与
月
額
の
増
加
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
バ
ス
産
業
は
依
然
と
し

て
全
産
業
平
均
よ
り
２
割
低
い

賃
金
、
２
割
長
い
労
働
時
間
と

い
わ
れ
る
。
バ
ス
の
運
転
士
や

整
備
士
の
職
業
の
価
値
に
見
合
っ

た
賃
金
の
引
き
上
げ
が
急
務
。

◆
人
財
へ
の
投
資
は
会
社
の
成

長
投
資
。
離
職
防
止
や
採
用
競

労
使
の
議
論
を
反
映
し
た
「
Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全

考
動
計
画
２
０
２
７
」
を
策
定

し
た
が
、
初
年
度
に
感
電
・
触

車
に
よ
る
２
件
の
死
亡
労
災
、

  

高
橋
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユニ
オ
ン
】

  

火
野
宮
特
別
中
央
委
員【
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合（
グ
ル
ー
プ
）】

  

武
智
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
】

  

土
橋
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組（
男
女
平
等
参
画
）】

  

杉
原
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組（
青
女
）】

  

鎗
光
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
】

  

和
田
中
央
委
員
【
貨
物
鉄
産
労
】

  

榎
硲
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
東
海
ユニ
オ
ン
】

  

斎
藤
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
北
労
組
】

  

矢
田
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組（
自
動
車
）】

  

川
端
中
央
委
員
【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
】

ま
っ
て
い
る
が
、
選
挙
は
何
が

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
必
勝

に
向
け
、し
っ
か
り
取
り
組
む
。

◆
２
０
２
７
年
に
迎
え
る
ア
ボ

イ
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
ル
ー
ル
改
定
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
貨
物
会

社
に
何
が
必
要
で
、
何
を
ど
う
進

め
る
べ
き
か
、意
見
を
伺
い
た
い
。

◆
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
賃
金

改
善
が
遅
れ
、
離
職
が
増
加
し

て
い
る
。
社
長
も
「
魅
力
あ
る

会
社
の
構
築
が
必
要
」
と
発
言

し
て
お
り
、
早
急
な
賃
金
改
善

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
女
性

社
員
の
増
加
に
伴
い
、
職
場
環

境
の
改
善
も
重
要
な
課
題
。
大

幅
な
賃
金
改
善
と
女
性
に
優
し

い
職
場
環
境
の
実
現
を
め
ざ
す
。

中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
発
言（
要
旨
）

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
へ
の
決
意
と
組
織
強
化
に
向
け
て
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な
機
会
。
特
に
北

海
道
・
東
日
本
・

貨
物
の
組
合
員
に
、

こ
の
取
り
組
み
の

魅
力
を
伝
え
た
い
。

◆
他
労
組
に
囲
ま
れ
た
職
場
で

働
く
組
合
員
に
と
っ
て
、
全
国

に
相
談
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ

と
が
心
の
支
え
に
な
る
と
考
え

る
。
第
29
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

を
５
月
に
滋
賀
県
で
開
催
し
、

組
織
拡
大
を
図
る
べ
く
盛
り
上

げ
る
。

相
応
の
要
求
額
を
掲
げ
て
臨
む
。

グ
ル
ー
プ
労
組
へ
の
波
及
効
果

を
重
視
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
グ
ル
ー

プ
の
人
財
確
保
・
定
着
の
た
め
、

諸
制
度
や
福
利
厚
生
の
充
実
を

求
め
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
人
財
戦
略
の

一
環
と
し
て
経
験
者
採
用
や
社

員
転
換
な
ど
を
実
施
し
て
き
た

が
、労
働
組
合
の
組
織
拡
大
に
は

課
題
が
山
積
。Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力

を
高
め
、働
く
仲
間
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
に
は
、労
使
関
係
を

よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。

◆
Ｊ
Ｒ
九
州
連
合
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
ホ
テ
ル
労
組
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
新
労
組
結
成
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

◆
北
九
州
市
議
会
議
員
選
挙
、

熊
本
県
大
津
町
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
支
援
候
補
の
当
選
を

果
た
し
た
。政
策
課
題
解
決
に
向

け
た
重
要
な一歩
。今
後
も
地
方

議
員
団
や
交
運
労
協
の
取
り
組

み
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
。

策
定
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

し
て
理
解
促
進
を
図
る
。特
に
、

心
理
的
安
全
性
の
確
保
と
組
織
へ

の
貢
献
の
実
感
が
重
要
。組
織
全

体
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

◆
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
上
回
る
経
営
回

復
を
受
け
、「
人
財
へ
の
投
資
」

と
し
て
純
ベ
ア
を
は
じ
め
賃
金

引
き
上
げ
を
徹
底
的
に
追
求
す

る
。
関
係
会
社
の
人
財
確
保
・

定
着
に
向
け
、
発
注
単
価
や
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

◆
３
月
の
静
岡
市
議
会
議
員
選

挙
で
は
組
織
内
候
補
・
牧
野
祥

有
氏
の
必
勝
を
め
ざ
し
、
７
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
Ｊ
Ｒ

連
合
推
薦
候
補
全
員
の
必
勝
を

期
し
て
取
り
組
む
。

そ
の
後
も
危
険
な
事
象
が
続
発
。

◆
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
」
を
徹
底
し
、

「
安
全
お
守
り
手
帳
」
を
活
用
。

安
全
計
画
検
証
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
、
職
場
実
態
を
把
握
し
対

策
を
講
じ
る
。

◆
賃
金
は
最
大
の
労
働
条
件
で

あ
り
、
黒
字
で
あ
る
以
上
、
公

正
な
成
果
配
分
を
求
め
る
。
過

去
最
高
の
賃
上
げ
率
を
達
成
し

た
昨
年
の
勢
い
を
維
持
し
、
今

春
季
生
活
闘
争
で
は
ベ
ア
１
万

５
０
０
０
円
、年
間
臨
給
５・７

ヵ
月
、
諸
手
当
の
改
善
を
求
め

る
方
針
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の

各
単
組
と
連
携
し
、取
り
組
む
。

◆
民
主
化
闘
争
に
エ
ー
ル
を
送

り
当
該
単
組
に
対
す
る
支
援
を

今
後
も
積
極
的
に
展
開
す
る
。

◆
３
月
10
日
の
山
陽
新
幹
線

全
線
開
業
50
周
年
、
３
月
24

日
の
新
広
島
駅
ビ
ル
（
ミ
ナ
モ

ア
）
開
業
、
４
月
13
日
の
大

阪
・
関
西
万
博
開
幕
を
迎
え
る
。

多
く
の
方
に
来
て
頂
け
る
よ
う
、

奮
闘
し
て
い
く
。



〇　

住
吉
一
家
労
働
政
策
局
長

◆
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
離
職
率

は
依
然
と
し
て
高
く
、
各
企
業

が
人
財
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、

賃
上
げ
や
労
働
条
件
改
善
が
必

要
。
連
合
や
経
団
連
、
政
府
も

賃
上
げ
の
必
要
性
を
強
く
発
信

し
て
い
る
。

◆
中
小
企
業
を
含
め
た
賃
上
げ

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
労
務

費
の
転
価
格
転
嫁
の
指
針
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
な
ど

の
普
及
拡
大
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
を
意
識
し
た
労

使
協
議
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
運
賃
改
定
な
ど
に
伴
う
消
費

者
の
理
解
促
進
に
つ
い
て
は
、

連
合
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組

む
。
連
合
が
作
成
し
た
価
格
転

嫁
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

◆
連
合
が
指
定
し
た
ヤ
マ
場
前

に
早
期
回
答
す
る
企
業
が
急
増

し
て
い
る
。
賃
金
や
労
働
条
件

は
、
労
使
が
協
議
し
て
決
め
る

べ
き
だ
が
、
３
月
１
日
の
就
活

解
禁
日
の
み
を
意
識
し
て
、
労

使
協
議
を
蔑
ろ
に
す
る
行
為
は

容
認
で
き
な
い
。
連
合
の
回
答

ゾ
ー
ン
を
意
識
し
た
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
。
な
お
、
グ

ル
ー
プ
労
組
に
つ
い
て
は
、
一

斉
要
求
日
に
幅
を
持
た
せ
る
見

直
し
を
行
っ
た
。

◆
昨
春
季
生
活
闘
争
は
大
き
な

成
果
を
得
た
が
、
単
組
別
に
見

れ
ば
評
価
は
様
々
。
ベ
ア
の
な

か
っ
た
単
組
も
あ
る
。
産
業
内

の
格
差
是
正
等
の
た
め
、
統
一

要
求
額
に
「
以
上
」
を
付
し
た
。

各
単
組
は
積
極
的
な
上
積
み
を

お
願
い
し
た
い
。

◆
各
単
組
で
の
議
論
の
結
果
、

要
求
額
が
バ
ラ
つ
い
て
し
ま
う

こ
と
は
仕
方
な
い
。
１
万
２
０

０
０
円
を
最
低
基
準
と
し
て
上

積
み
を
図
る
と
い
う
統
一
さ
れ

た
考
え
方
で
臨
み
た
い
。

◆
職
場
集
会
や
労
使
協
議
な
ど
、

春
季
生
活
闘
争
を
活
用
し
た
組

織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
グ
ル
ー

プ
で
の
組
織
拡
大
も
含
め
、
Ｊ

Ｒ
産
業
に
お
け
る
労
働
者
の
総

結
集
を
め
ざ
し
た
い
。

〇　

石
川
敏
也
産
業
政
策
局
長

◆
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
い
わ
ゆ

る
「
黄
線
区
」
の
合
計
赤
字
を

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
圧
縮
し
、

最
終
的
に
１
０
０
億
円
に
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。し
か
し
、

達
成
で
き
た
と
し
て
も
巨
額
の

赤
字
は
残
る
。
路
線
の
あ
り
方

に
関
す
る
踏
み
込
ん
だ
議
論
を

早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立
に
向

け
て
、
貨
物
鉄
道
を
国
策
と
し

て
ど
う
活
か
す
か
整
理
が
必
要
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
も
、
環
境
優
位
性

等
を
活
用
し
た
主
体
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

◆
一
方
で
、
線
路
使
用
料
の
課

題
に
つ
い
て
は
旅
客
会
社
と
の

連
携
が
不
可
欠
。
Ｊ
Ｒ
連
合
を

要
と
し
た
旅
客
・
貨
物
会
社
双

方
の
協
力
が
重
要
だ
。
こ
う
し

た
政
策
の
取
り
組
み
を
組
織
拡

大
に
も
つ
な
げ
た
い
。

◆
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
、
財

政
審
か
ら
新
幹
線
整
備
に
後
ろ

向
き
な
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。

新
幹
線
の
整
備
効
果
に
触
れ
ず
、

リ
ス
ク
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
貸
付
料
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

に
追
加
負
担
さ
せ
よ
う
と
す
る

動
き
も
あ
り
、
抗
弁
し
て
い
き

た
い
。

◆
四
国
新
幹
線
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
で
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
つ
な
が
り
、
四
国
以
外
の
地
域

の
交
流
人
口
も
増
加
す
る
。
署

名
活
動
を
通
じ
て
、
新
幹
線
の

必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
整
備
推

進
を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
バ
ス
産
業
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
運
賃
改
定
の
仕

組
み
も
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
者
が
逸
走
す
る
現
状
も
あ

る
。
自
動
車
連
絡
会
に
よ
る
国

交
省
へ
の
要
請
行
動
も
予
定
し

て
お
り
、
人
財
確
保
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
き
た
い
。

◆
安
全
に
つ
い
て
、
不
安
全
事

象
や
事
故
が
昨
年
相
次
ぎ
、
産

業
に
対
す
る
信
頼
が
揺
ら
い
で

い
る
。
ル
ー
ル
制
定
時
の
経
緯

を
知
る
こ
と
も
大
事
。
安
全
指

針
や
重
大
労
災
防
止
の
行
動
指

針
も
改
め
て
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
改
定
の
取
り
組
み
も

進
め
て
い
く
。

◆
他
箇
所
・
他
社
の
事
象
を

「
自
分
ゴ
ト
」
と
し
て
捉
え
る

意
識
が
必
要
。
同
様
の
事
象
が

自
箇
所
で
起
き
た
場
合
の
対
応

を
考
え
る
こ
と
が
事
故
防
止
に

つ
な
が
る
。

○　

相
良
夏
樹
組
織
局
長

◆
本
委
員
会
に
お
け
る
女
性
役

員
の
割
合
が
17
・
１
％
と
な

り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
第
４
次
目
標
を

達
成
し
た
。各
単
組
で
代
議
員
・

中
央
委
員
の
選
出
ル
ー
ル
を
見

直
し
た
結
果
で
も
あ
り
、
取
り

組
み
に
感
謝
す
る
。
し
か
し
こ

れ
は
一
度
達
成
し
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
持
続
性
が
必
要
。
ま

た
意
見
が
出
た
よ
う
に
、
役
員

登
用
も「
女
性
だ
か
ら
」と
短
絡

的
に
選
出
し
て
い
る
よ
う
で
は
、

持
続
性
が
な
い
。
い
ま
だ
女
性

役
員
が
活
動
し
辛
い
面
が
あ
り
、

女
性
役
員
が
発
言
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
重
要

だ
。
組
織
の
マ
イ
ン
ド
を
そ
の

よ
う
に
変
え
て
い
く
た
め
に
も

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
発
信
を
行
う
こ
と
や
役

員
の
フ
ォ
ロ
ー
や
教
育
の
充
実

化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

◆
広
報
活
動
を
強
化
し
な
い
と

労
働
組
合
の
未
来
は
な
い
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
知
恵
を
頂

き
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
。

◆
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
働
組
合
組

織
率
は
２
割
と
低
く
、ま
ず
は
労

働
組
合
志
向
の
者
を
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ

ニ
オ
ン
に
結
集
さ
せ
る
べ
く
取
り

組
み
、
そ
れ
が
実
を
結
び
つつ
あ

る
。
引
き
続
き
取
り
組
み
つつ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
の
よ
う
な
も

の
も
しっか
り
と
拾
い、組
織
強
化

を
図
り
た
い
。
Ｊ
Ｒ
北
労
組
や
貨

物
鉄
産
労
で
も
Ｊ
Ｒ
連
合
が
関

わ
っ
た
形
で
の
組
織
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
最
大
の
活
動
は
ユ

ー
ス
ラ
リ
ー
だ
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、

他
労
組
組
合
員
・
未
加
入
者
と

の
接
点
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

◆
労
働
基
準
関
係
法
制
の
見
直

し
が
始
ま
り
、
労
使
関
係
論
に

も
話
が
及
ん
で
い
る
。
過
半
数

代
表
選
出
の
厳
格
化
は
賛
成
だ

が
、
労
働
組
合
の
権
利
が
阻
害

さ
れ
な
い
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
と
と
も
に
、
労
働
組
合
の
重

要
性
を
発
信
す
る
機
会
と
も
し

た
い
。

◆
昨
秋
以
降
、
政
治
情
勢
の
変

化
は
大
き
く
、野
党
側
の
提
案
が

可
決
さ
れ
る
状
況
。
私
た
ち
の

政
策
要
望
を
実
現
す
る
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
。
こ
れ
を
最
大

限
活
か
し
た
政
策
活
動
を
行
う
。

こ
の
流
れ
を
継
続
さ
せ
る
べ
く
、

参
議
院
議
員
選
挙
で
は
国
会
議

員
懇
メ
ン
バ
ー
・
全
国
比
例
４

人
の
支
援
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い。

地
方
選
挙
で
の
勝
利
も
大
き
な

成
果
。
こ
の
流
れ
を
静
岡
市
議

会
議
員
選
挙
に
も
つ
な
げ
た
い
。

〇　

宮
野
勇
馬
企
画
局
長

◆
広
報
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
用
い
た
効
果
的
な
情
報
発

信
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を

増
し
、
課
題
と
感
じ
て
い
る
。

◆
今
回
、
中
央
委
員
会
の
職
場

討
議
資
料
は
、
速
達
性
を
重
視

し
て
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
の
み
と
し

た
。
若
い
世
代
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
継
続
し
て
改
革
し
て

い
き
た
い
。

◆
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョン
に
つ

い
て
、
５
年
間
使
用
す
る
重
要

な
指
針
で
あ
り
、
過
去
の
ビ
ジ
ョ

ン
か
ら
も
多
く
の
施
策
が
実
現

し
て
い
る
。
労
働
政
策
委
員
と

と
も
に
作
成
し
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
知
恵
の
結
集
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

産
業
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
多

く
の
ヒ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。

最
新
版
に
是
非
一
度
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
、春
季
生
活
闘
争
に

も
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

（３）第680号（毎月１日発行） ＪＲ連合 令和7年（2025）3月1日

執行部答弁
要  旨

山
積
す
る
課
題
の
解
決
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
活
動
を
展
開

住吉労働政策局長

石川産業政策局長

相良組織局長

宮野企画局長

委員会宣言
　本日、私たちはホテルマイステイズ新大阪コンファレンスセンターにおい
て第 37回中央委員会を開催した。コロナ禍の爪痕が今なお色濃く残る私たち
の産業は、離職者数が高止まりしており、労働力不足の深刻化や自然災害の
頻発・激甚化など、取り巻く環境の変化をはじめとする種々の重たい課題に
も、しなやかに対応していかなければならない。
　こうした中、私たちは２０２５春季生活闘争をはじめ、組織と運動を発展・
深化させていく決意を固め合い、以下の重要課題に係る活動方針を満場一致
で決定した。
　第一に、本年で 20年を迎える福知山線列車事故や羽越線列車事故のような
悲劇を絶対に繰り返さない決意のもと、ＪＲグループ全体で職場から安全を
創り上げる取り組みを深化させる。昨年１年間で４件の死亡労災により尊い
命が失われ、重大労災のほか不安全事象やコンプライアンス違反も続発して
いる現実を改めて重く受け止めなければならない。労働組合がチェック機能
を発揮し、労使が建設的な対話を通じて実効性のある取り組みを行う重要性
を再認識し、課題を前広に把握し解決する取り組みをさらに推進する。
　第二に、２０２５春季生活闘争は、人財の確保と定着が最重要課題である
との認識のもと、賃金をはじめとする各種労働条件を「働きの価値に見合っ
た水準」へと引き上げなければならない。昨年の成果が他産業に劣後し、苛
烈な人財獲得競争で後塵を拝していることを念頭に、今次闘争の賃上げ要求
は、定期昇給確保とともに統一ベア要求を12,000円以上とし、総額18,000
円以上の引き上げを求め、手当偏重型の賃金制度改善や柔軟な働き方の推進
もあわせて要求する。新たに策定した「中期労働政策ビジョン」に基づき
「人財への投資」が着実に行われるよう、「適正な価格転嫁」と「あらゆる
格差是正」を意識し、グループ会社や協力会社で働く仲間とともに「ONE T
EAM」で取り組む。
　第三に、組織の強化・拡大については、「ＪＲ連合ビジョン」のもと、働
く仲間に徹底して寄り添い、加盟単組との対話・連携を強化する。特に、民
主化当該単組内では、ＪＲ採用者が組織ネットワークを機能させ、形に見え
る成果を着実につくりながら、組織強化・拡大を図っていく。さらに、これ
までＪＲ連合と加盟単組が培ってきた労使関係を基に、ＪＲ労使間・ＪＲ会
社間における大きな連携・協働の輪を形成すべく、取り組みを強化するとと
もに、労働組合の重要性を世の中に発信する。
　第四に、ＪＲ産業の将来にわたる持続的な発展に向けて、政策活動を力強
く展開する。地域公共交通や脱炭素にかかる課題をはじめ、期限が近づくＪ
Ｒ貨物・線路使用料の改訂や総括的検証を求められるＪＲ北海道・黄線区の
あり方、新幹線ネットワークの構築、激甚化する自然災害や獣害への対応な
ど、これまでに創り上げた提言を基に、連合や交運労協と連携し、課題の解
決に向けた取り組みを進める。
　政策の実現のためには、ＪＲ産業の置かれた状況や抱える課題を正しく理
解し、解決に向けて共に動く政治と行政が必要不可欠である。政局が劇的に
変化している状況を、固定化された制度等に私たちの主張を反映する好機と
とらえ、ＪＲ連合国会議員懇談会や「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」
およびＪＲ連合地方議員団連絡会と連携し、政策決定過程を意識しつつ、政
策実現に向けた働きかけを丁寧に行う。また、来る参議院選挙や地方選挙に
おいても、理解ある仲間を一人でも多く政界へ送り出す取り組みを展開する。
　本年１月には、ＪＲ各社の存続期間が国鉄の存続期間を超えた。ＪＲ連合
は、加盟 95単組・組合員 85,000 人の強固な団結と労使関係によって「変化」
に的確かつ柔軟に対応し、持続可能で「強くしなやかなＪＲ産業」を創り上
げる。そして、ＪＲ産業に集うすべての仲間に寄り添い、心と力を合わせ、
未来を切り拓いていく。
　以上、宣言する。

　2025年２月４日
日本鉄道労働組合連合会

第 37回中央委員会

　
　

総
括
答
弁（
要
旨
）

　
　
　
　
　
　

政
所
大
祐
事
務
局
長

１
．
安
全
確
立
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

不
安
全
事
象
・
事
故
の
続
発
に
危
機
意
識
を

強
め
向
き
合
う
。
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
労
働
組
合
が
「
良
い
風
土
・
風
通
し
」
を

作
れ
て
い
る
か
。
縦
社
会
の
会
社
組
織
で
は
悪

い
情
報
ほ
ど
目
詰
ま
り
す
る
。労
働
組
合
は〝
人

体
で
言
え
ば
神
経
〞
と
し
て
の
役
割
を
き
め
細

や
か
に
果
た
せ
て
い
る
か
。
経
営
側
に
と
っ
て

労
働
組
合
か
ら
の
声
は
、「
現
実
」「
実
態
」を
知

る
有
効
な
ル
ー
ト
・
手
段
。
働
く
者
は
「
組
合

員
の
立
場
」
で
も
課
題
認
識
等
を
発
信
し
て
伝

え
経
営
に
参
画
す
る
。
そ
し
て
労
使
双
方
が

動
い
た
結
果
を
働
く
者
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
す
る
。

こ
の
動
き
が
か
み
合
え
ば
色
々
な
不
安
全
事
象
・

不
具
合
を
未
然
に
防
げ
る
。
人
・
安
全
を
守
る

た
め
、
自
組
織
で
組
合
員
の
声
が
弱
い
、
聞
こ

え
て
こ
な
い
職
場
が
な
い
か
、
神
経
網
の
状
態

を
点
検
し
、情
報
を
意
識
的
に
取
り
に
い
こ
う
。

２
．
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
民
主
化
闘
争
に
つ

　
　

い
て

　

労
働
基
準
関
係
法
制
の
見
直
し
に
向
け
、
労

働
組
合
の
役
割
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
。
職
場
と
人
が
見
え
な

く
な
る
よ
う
な
改
悪
は
阻
止
す
る
べ
き
。
職
場

や
系
統
・
部
門
の
枠
を
超
え
て
組
織
・
産
業
横

断
的
に
つ
な
が
り
、
働
く
者
、
利
用
者
、
人
の

ニ
ー
ズ
と
職
場
の
現
実
を
知
っ
て
い
る
労
働
組

合
こ
そ
が
、
産
業
を
支
え
、
民
主
主
義
の
基
盤
・

社
会
の
公
器
だ
が
、
こ
れ
を
社
会
に
分
か
っ
て

も
ら
え
て
い
な
い
の
が
現
実
。
価
値
を
知
る
私

た
ち
が
言
葉
と
行
動
で
表
現
し
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
用
い
て
伝
え
、「
見
え
る
化
」
し
、
理
解

者
を
増
や
し
て
い
こ
う
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
動

き
、
組
織
強
化
・
拡
大
、「
総
結
集
」
に
つ
な

げ
よ
う
。
男
女
平
等
推
進
・
女
性
役
員
登
用
は

形
か
ら
変
え
る
こ
と
も
大
事
。
そ
し
て
新
任
役

員
育
成
は
登
用
し
て
放
置
す
る
の
で
は
な
く
一

緒
に
実
務
を
や
り
、
共
に
歩
む
形
で
行
お
う
。

３
．
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
と
労
働
政
策
に

　
　

つ
い
て

　

労
働
力
不
足
への
対
応
、
人
財
確
保
と
育
成
・

定
着
が
産
業
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
。
中
長

期
的
な
視
点
を
持
って
、
自
ら
の
「
立
ち
位
置
」

や
「
社
会
的
使
命
」
を
意
識
し
て
取
り
組
も
う
。

す
べ
て
の
加
盟
単
組
が
課
題
認
識
を
共
有
し
て
統

一
行
動
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
向
き
合
う

「
総
が
か
り
の

統
一
闘
争
」
を

創
ろ
う
。「
月

例
賃
金
総
額
１

万
８
０
０
０
円

以
上
」
と
い
う

数
字
・
表
現
は
〝
最
低
ラ
イ
ン
〞。
経
営
側
と

同
じ
視
点
・
物
差
し
に
よ
る
狭
い
思
考
の
渦
に

ハ
マ
ら
な
い
。
制
度
や
働
き
方
も
含
め
魅
力
あ

る
労
働
条
件
・
労
働
環
境
を
主
体
的
に
創
造
す

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。
グ
ル
ー
プ
労
組
を

例
年
以
上
に
強
く
意
識
。『
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指
針
』
の

積
極
的
な
理
解
と
発
信
・
交
渉
へ
の
活
用
を
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
に
か
か
る

取
り
組
み
も
通
じ
て
強
力
な
交
渉
を
進
め
て
ほ

し
い
。
必
要
コ
ス
ト
を
委
託
費
や
契
約
に
オ
ン

す
る
「
価
格
転
嫁
」
の
取
り
組
み
も
強
力
に
推

進
す
る
。
ま
ず
は
し
っ
か
り
求
め
る
こ
と
。
求

め
ず
し
て
交
渉
は
始
ま
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で

と
こ
と
ん
対
話
を
重
ね
て
ほ
し
い
。「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
も
っ
と
賃
上
げ
・
生
活
改
善
」
を
。

４
．
産
業
政
策
・
政
治
活
動
に
つ
い
て

　

下
期
に
重
点
的
に
取
り
組
む
産
業
政
策
活
動

を
示
し
た
。
国
・
社
会
の
動
き
を
注
視
し
、
情

報
・
認
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら
、「
変

化
」
に
対
応
し
て
い
く
。
政
策
の
実
現
に
向
け

て
、内
外
の
関
係
主
体
と
の
対
話
を
積
み
重
ね
、

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。
グ
ル
ー
プ
労
組
で
も

分
科
会
活
動
等
で
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、

課
題
を
抽
出
・
明
確
化
し
、
他
産
別
と
連
携
し
、

専
門
家
に
も
知
恵
を
求
め
な
が
ら
解
決
へ
の
道

筋
を
立
て
動
く
。
政
策
の
実
現
の
た
め
に
は
、

共
に
動
く
政
治
と
行
政
が
必
要
不
可
欠
。
衆
議

院
議
員
選
挙
で
政
局
は
一
変
し
た
。
地
方
選
挙

で
も
新
た
な
組
織
内
議
員
が
誕
生
し
、
良
い
変

化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
政
策
提
言
は
作
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
実
現
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

を
強
く
意
識
し
て
動
く
。
政
治
情
勢
と
し
て
、

補
正
予
算
の
修
正
や
国
会
運
営
の
有
様
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
働
く
者
側
か
ら
の
政
策
実

現
が
よ
り
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、関
係
議
員
と
の
連
携
の
中
か
ら
、

政
策
形
成
過
程
に
よ
り
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
今
後
控
え
て
い
る

地
方
選
挙
、
そ
し
て
７
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
は
政
策
実
現
に
向
け
た
分
水
嶺
と
な
る
。
働

く
者
の
想
い
を
理
解
す
る
仲
間
を
一
人
で
も
多

く
政
界
へ
送
り
出
そ
う
。



均
衡
あ
る
発
展
や
激
甚
化
す
る

災
害
へ
の
対
策
、
西
日
本
地
域

へ
の
経
済
波
及
効
果
な
ど
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
四
国
が
め
ざ

す
べ
き
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

将
来
像
に
「
新
幹
線
を
骨
格
と

し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
将
来

の
た
め
に
も
早
期
に
実
現
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
四
国
新
幹
線
整
備
促

進
期
成
会
が
「
四
国
の
新
幹
線

の『
早
期
整
備
』を
求
め
る
署
名

活
動
」
を
行
って
い
る
。
高
速
鉄

道
・
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
自

立
に
資
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て

も
趣
旨
に
賛
同
し
、
署
名
活
動

に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
各

単
組
に
お
い
て
も
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
２
月
13
日
、
大
阪
市
内
で

２
０
２
５
春
闘
総
決
起
集
会
を

開
催
し
、「
月
例
賃
金
総
額
１

万
８
０
０
０
円
（
６
％
）
以
上

の
引
き
上
げ
」「
統
一
ベ
ア

要
求
１
万
２
０
０
０
円（
４
％
）

以
上
」
な
ど
を
軸
と
し
た
Ｊ
Ｒ

連
合
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

方
針
に
基
づ
き
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
で
統
一
闘
争
を
展
開
す

る
意
思
を
固
め
あ
っ
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
し
た
奥
村
敬
弥

代
表
幹
事
（
東
海
交
通
事
業
労

組
執
行
副
委
員
長
）
は
、「
人

財
の
確
保
・
定
着
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
使
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
、

前
年
実
績
を
上
回
る
賃
上
げ
を

実
現
さ
せ
、
夏
に
開
催
す
る
総

会
に
大
き
な
成
果
を
持
ち
寄
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
挨
拶

し
た
荻
山
会
長
は
、「
Ｊ
Ｒ
産

業
の
賃
金
改
善
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
周
回
遅
れ
と
な
っ
て
お

り
、
嚴
し
い
採
用
競
争
や
離
職

者
数
の
高
止
ま
り
に
労
使
で
危

機
感
を
持
ち
、
魅
力
高
く
持
続

性
の
あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を
つ
く
り

あ
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、住
吉
事
務
局
長（
Ｊ

Ｒ
連
合
労
働
政
策
局
長
）か
ら
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
２
０
２
５
春
季
生

活
闘
争
方
針
が
提
起
さ
れ
、
各

分
科
会
の
代
表
６
人
か
ら
「
物

価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
の
実

現
」「
目
標
賃
金
へ
の
到
達
を

め
ざ
す
」「
適
正
取
引
・
価
格
転

嫁
の
推
進
に
取
り
組
む
」な
ど
、

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
に
向

け
た
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、「
人
財
の
確
保
・

定
着
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
闘
い
抜
く

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総

結
集
に
向
け
て
未
来
を
切
り
拓

こ
う
」
と
呼
び
か
け
る
集
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
奥
村
代
表

幹
事
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ

り
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

の
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

現
在
日
本
で
唯
一
新
幹
線
の

空
白
地
域
と
な
っ
て
い
る
四
国

へ
の
新
幹
線
導
入
は
、
国
土
の

集会アピール
本日、私たちＪＲグループ労組連絡会は、「ＴＫＰガーデン

シティ大阪リバーサイドホテル」において、２０２５春闘総決
起集会を開催し、「ＯＮＥ ＴＥＡＭでもっと賃上げ・生活改善」
のスローガンのもと、労働条件改善を加速させ、人財の確保・
定着につなげるために、全加盟単組がＯＮＥ ＴＥＡＭで今次闘
争を戦い抜く決意を固めあった。
　現下の国内情勢は、急速な円安進行とエネルギー・原材料価
格の高騰を背景とした高水準の物価上昇が続いている。２０２
４春季生活闘争では、約 30年ぶりに５％を超える賃上げが実現
したにも関わらず、物価を加味した実質賃金は長期間にわたり
低下を続け、国民生活が改善したという実感はない。
　ＪＲ連合においても、２０２４春季生活闘争は過去の実績と
比べると大きな成果を獲得したものの、連合の集計結果や物価
上昇には届いておらず、他産業に後れを取ったと言わざるを得
ない。ＪＲグループ内を見渡しても、格差は拡大している。
　ＪＲ産業が持続的に発展するためには、人財の確保・定着が
不可欠であり、労働力移動が活発化するなど雇用情勢が大きく
変化する現状においては、労使で危機感を共有し、社会変容や
勤労観の変化に柔軟に対応しなくてはならない。
　また、動き始めた賃上げの潮流に乗り遅れることなく、社会
水準・他産業に劣後しない賃上げと労働条件の改善を通じて、
組合員の期待に応えなくてはならない。
　持続的な賃上げを実現させるため、この間、「労務費の適切
な転嫁のための価格交渉に関する指針」や「パートナーシップ
構築宣言」の理解促進に取り組んできた。ＪＲ産業内での取引
適正化や価格転嫁は一定の改善傾向にあるものの、まだまだ道
半ばである。支払能力論を払拭し、人財への投資を加速させる
ために、引き続き、全単組が連携して基盤整備に取り組む。さ
らに、消費者目線での価格転嫁の推進や社会全体の理解促進な
ど、社会的な課題の解決に向けても全力を挙げる。
　２０２５春季生活闘争は、現下の社会情勢等を踏まえ、定期
昇給の確保に加え、12,000 円以上の統一ベア要求等により、月
例賃金総額 18,000 円以上の賃上げを求める。持続的な賃上げ、
処遇改善、地位の向上を通じて、人財の確保・定着を実現させ
るとともに、産業内外の格差を是正し、魅力あるＪＲ産業を築
き上げるため、ＪＲ連合に集うすべての加盟単組がＯＮＥ ＴＥ
ＡＭで闘い抜き、最大限の成果を勝ち取ろう。
　労働組合があるからこそ、働くものが主体的に参画して賃金
や労働条件を決定することが出来る。２０２５春季生活闘争の
機会を捉え、職場討議や労使交渉を活用して労働組合の存在意
義を高め、組織拡大と労使関係の充実に取り組み、ＪＲ連合へ
の総結集に向けて仲間と共に未来を切り拓こう。
　2025年２月13日

ＪＲグループ労組連絡会
２０２５春闘総決起集会

第680号（４）ＪＲ連合令和7年（2025）3月1日

２０２５春季生活闘争勝利に向け奥村代表幹事（中央）による団結がんばろう

ＪＲグループ労組連絡会２０２５春闘総決起集会
人財の確保・定着は
　 ＪＲグループ労使の最大の課題
  前年実績を上回る
　　　　　 賃上げを実現しよう

四
国
の
新
幹
線
の「
早
期
整
備
」を

  

求
め
る
署
名
へ
の
ご
協
力
を
！

【決意表明した各分科会代表者】

〈工　務〉ＮＥＳＣＯ労組　齋藤頼光副委員長
〈運　輸〉ＪＲ西日本テクシア労組　松岡弘之委員長
〈陸　運〉南関東ロジスティクス労組　宮本将宏書記長
〈物　販〉四国キヨスク労組　山本雄作書記長
〈ホテル〉ジェイアール東海ホテルズ労組　山口嘉仁副委員長
〈一　般〉ＪＲ九州システムソリューションズ労組　上原昂平委員長

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
５
年
前
に
自
宅
を
購
入
し
た

時
か
ら
始
め
た
家
庭
菜
園
で
す
。
主
に
夏

野
菜
の
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
。
毎
年
、
春
の
土

起
こ
し
か
ら
、
苗
の
育
成
、
成
長
管
理
を

し
な
が
ら
収
穫
と
、
自
然
を
相
手
に
ど
う

対
峙
す
る
か
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

で
き
た
野
菜
が
食
卓
に
並
ぶ
と
い
う
成
果

が
あ
る
の
が
何
よ
り
楽
し
み
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
社
長
が
社
友
会
を

「
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
述
べ
る
な
ど
、
労

使
間
協
議
に
よ
ら
な
い
労
使
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
志
向
し
て
お
り
、
労
働
組
合
運

動
は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
し

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

中
央
本
部
事
務
局
長
の
高
橋
佳
昌
で
す
。

昨
年
７
月
の
第
12
回
定
期
大
会
で
就
任
し

ま
し
た
。

　

私
は
、
１
９
９
６
年
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

入
社
し
、
駅
勤
務
を
経
て
車
掌
と
し
て
当

時
の
品
川
車
掌
区
・
東
京
車
掌
区
で
山
手

線
、
東
海
道
線
、
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
な

ど
を
乗
務
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
よ
り

新
宿
統
括
セ
ン
タ
ー
駅
ユ
ニ
ッ
ト
（
新
宿

駅
）
で
、
ホ
ー
ム
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
乗
降
客
数
世
界
一
を
記
録
し
た
駅

で
、
お
客
さ
ま
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
列

車
を
発
着
さ
せ
る
こ
と
は
集
中
力
を
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
だ

か
し
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
か
ら
〝
民
主
的
労
働
運
動
の
火
を

消
さ
な
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
は
降
ろ
さ
な

い
〞
と
の
決
意
の
も
と
、
日
々
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
私
た
ち
の
運
動
に
共
感
す
る

社
員
や
労
働
組
合
と
の
交
流
を
続
け
て
き

た
結
果
、
東
北
地
方
で
は
２
月
に
18
人
の

組
織
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

思
い
を
同
じ
く
す
る
仲
間
へ
の
声
か
け
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
社
友
会
を
軸
と
し

た
労
務
管
理
を
当
た
り
前
と
せ
ず
、
労
働

組
合
の
必
要
性
を
訴
え
、
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

総
結
集
を
め
ざ
し
、
拡
大
の
う
ね
り
を
大

き
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
労
働
組
合
へ
の
加
入
が

普
通
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
って
も
ら
い
、

加
入
し
た
ら
楽
し
く
活
動
し
て
も
ら
え
る

よ
う
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。

役員紹介

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長

  

高
橋  

佳
昌
さ
ん


